
図面リスト

高槻城公園北エリア(一期)整備工事（建築）

７２
Ａ-０１-０

高槻城公園北エリア(一期)整備工事（建築）

【意匠図】

A-02

A-03

1：10東屋　　造作詳細図

1：50

1：50

1：30

公園倉庫　　屋根伏図

1：80

公園トイレ　見上げ図

NS特記仕様書-2

A-37

A-38

A-18

A-19

A-20

A-21

A-23

A-28

A-27

A-26

A-24

A-33

A-34

A-35

A-36

A-30

A-29

A-08

A-09

A-11

A-12

A-13

A-17

A-16

A-15

A-14

A-05

A-07

A-04

A-01-2

1：50

1：100

1：50

特記仕様書-1A-01-1 NS

図番 図面名称

付近見取図 1：5000

仕上げ表（北エリア） NS

公園トイレ　断面詳細図－1 1：30

公園トイレ　室内展開図－1

1：30

1：50

1：80

配置図（北エリア）

公園トイレ　平面図、立面図、断面図 1：100

公園トイレ　平面詳細図 1：80

公園トイレ　断面詳細図－2

公園トイレ　室内展開図－2 1：50

公園トイレ　室内展開図－3 1：50

公園トイレ　室内展開図－4 1：50

公園トイレ　屋根伏図

公園倉庫　　断面詳細図

公園倉庫　　室内展開図－1

公園倉庫　　平面図、立面図、断面図

公園倉庫　　平面詳細図

公園倉庫　　室内展開図－2

1：60

1：20

東屋　　見上げ図・屋根伏図

1：60

1：100

1：20

1：60

東屋　　梁間断面詳細図

東屋　　室内展開図

東屋　　平面図、立面図、断面図

東屋　　平面詳細図

東屋　　桁行断面詳細図

1：15東屋　　床几詳細図

敷地求積図表（北エリア）

1：100

1：500

1：80公園トイレ　建具キープラン

1：60公園トイレ　建具表

1：50

公園倉庫　　建具キープラン 1：50

公園倉庫　　建具表

1：60東屋　　建具キープラン

1：30東屋　　建具表

公園トイレ　詳細図 1：10

公園倉庫　　詳細図 1：5

図番 図面名称

A-10

A-22

A-41

A-40

縮尺図番 図面名称

仕上げ表（大手エリア） NS

配置図（大手エリア）

面積表及び求積図（大手エリア） 1：100

1：150

A-55

A-56

A-53

A-54

A-47

A-48

A-49

A-50

A-51

A-52

A-42

A-44

A-45

A-46

1：50

火見櫓　　詳細図－1

1：50

火見櫓　　見上げ図

1：100

1：50

1：50

火見櫓　　梁間断面詳細図

火見櫓　　室内展開図

火見櫓　　平面図、立面図、断面図

火見櫓　　平面詳細図

火見櫓　　桁行断面詳細図

1：20

火見櫓　　詳細図－2

1：50

火見櫓　　建具キープラン 1：50

火見櫓　　建具表

1：50

1：30

1：50

カフェ　　見上げ図

1：100

1：30

1：30

カフェ　　断面詳細図－1

カフェ　　平面図、立面図、断面図

カフェ　　平面詳細図

カフェ　　断面詳細図－2

カフェ　　屋根伏図

1：50

カフェ　　建具キープラン 1：50

カフェ　　建具表

カフェ　　詳細図

1：60

1：5

A-57

A-58

A-59

A-62

A-61

A-60

図番 図面名称

S-02 公園トイレ　基礎リスト

1：100

1：100

【構造図】

NS

NS鉄筋コンクリート構造配筋標準図（1）

S-01-3

S-01-2

構造特記仕様書S-01-1 NS

NSS-01-4

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（2）

S-01-5

木造軸組接合部標準図（1）

木造軸組接合部標準図（2）

NSS-01-6

S-01-7

木造軸組接合部標準図（3）

木造軸組接合部標準図（4）

NS

NS

A-31

A-32

A-43

【外構図】

S-03

S-04

S-05

S-06

S-07

S-08

S-09

S-10

S-11

北エリア

1：100

1：100

1：100

1：100

1：100

公園トイレ　基礎伏図

公園トイレ　下屋伏図、土台伏図

公園トイレ　梁伏図、母屋垂木伏図

公園トイレ　軸組図１

公園トイレ　軸組図２

公園トイレ　軸組図３

公園倉庫　基礎リスト・基礎伏図

公園倉庫　土台伏図

1：100公園倉庫　小屋梁伏図

S-12

S-13

1：100

1：100

公園倉庫　軸組図１

公園倉庫　軸組図２

S-14

S-15

S-16

1：100

1：100

東屋　基礎リスト・基礎伏図・土台伏図

東屋　小屋梁伏図・母屋垂木伏図

1：40、1：30、

S-17

1：100、1：20東屋　軸組図１

東屋　軸組図２

S-18 火見櫓　基礎リスト・基礎伏図

1：60

1：60

S-19

S-20

S-21

S-22

S-23

1：60

1：60

1：100

火見櫓　土台伏図

火見櫓　母屋垂木伏図

火見櫓　軸組図１

火見櫓　軸組図２

火見櫓　梁伏図

S-24

S-25

S-26

S-27

S-28

S-29

1：601：40、1：30、

1：1001：40、1：30、

縮尺縮尺縮尺

カフェ

火見櫓

大手エリア

東屋

公園倉庫

公園トイレ

北エリア

火見櫓　軸組図３

火見櫓　やぐら小屋梁・垂木伏図

カフェ　基礎リスト

1：100

1：100

1：20　1：100

1：100

カフェ　土台伏図

カフェ　母屋垂木伏図

カフェ　軸組図１

カフェ　軸組図２

カフェ　小屋梁伏図

1：401：30、

カフェ　基礎伏図

S-30

S-31

S-33

S-34

1：100

1：100

カフェ　軸組図３

カフェ　軸組図４

S-35 1：100カフェ　軸組図５

1：100S-32

1：100

1：100

面積表及び求積図（北エリア）

1：300

A-06

公園倉庫　　見上げ図A-25

A-39

敷地求積図表（大手エリア）

カフェ　　断面詳細図－3

A-63

1：150

1：50

1:1.5  1:15

1：50

特記仕様書-3A-01-3

特記仕様書-4A-01-4

特記仕様書-5A-01-5

特記仕様書-6A-01-6

特記仕様書-7A-01-7

特記仕様書-8　家屋調査特記仕様書A-01-8

NS

NS

NS

NS

NS

NS

大手エリア
K-17 1：150現況平面図

K-19

K-20

K-21

K-22

K-23

K-24

K-25

K-26

K-28

仕上高平面図

撤去図（既存外構）

断面図

雨水排水平面図

K-29

K-30

K-31

K-32

1：150

1：150

1：150

1：150

1：150

1：200

K-27

外構平面図

植栽平面図

外構詳細図（1）

外構詳細図（2）

外構詳細図（3）

外構詳細図（4）

外構詳細図（6）

図示

図示

1：40

図示

図示

外構詳細図（5） 図示

図番 図面名称

【外構図】

縮尺

外構詳細図（7） 1：30

K-33

K-34

K-35

K-36

K-37

K-38

K-39

K-40

K-41

K-42

K-43

K-44

K-45

K-46

K-47

K-48

高札詳細図－１

高札詳細図ー２

木戸周辺格子塀等詳細図

木戸詳細図

格子塀①詳細図

格子塀②詳細図

格子柵詳細図

板塀詳細図

辻行灯詳細図

物置詳細

仕切り塀（通用口） 詳細図

1：30

1：30

1：50

1：20

1：30

1：20

1：20

1：30

1：30

1：20

1：20

撤去詳細図－1

撤去詳細図－２

撤去詳細図－３

仮設計画図 1：150

K-01 現況平面図

外構詳細図（1）

外構詳細図（2）

外構詳細図（3）

K-02

K-03

K-04

K-05

K-06

K-07

K-08

K-09

K-10

K-11

施設平面図

寸法平面図

仕上高平面図

撤去平面図

舗装・縁石平面図

雨水排水平面図

K-12

K-13

K-14

K-15

外構詳細図（4）

通用口詳細図-1

板塀詳細図

通用口詳細図-2

K-16-1

撤去詳細図

仮設平面図その１

1：500

1：500

1：500

1：500

1：500

1：500

1：500

図示

図示

図示

図示

1：60

1：20

1：30

図示

1：600

工事区分表A-01-9

K-18 撤去図（既存建物） 1：50

NS

1：7.5

仮設平面図その２K-16-2 1：600

仮設平面図その１（参考・公園工事）K-16-3 1：600

K-16-4 1：600

外構詳細図（8） 1：20

格子戸詳細図 1：30

1：20

1：20

1：30

図面リストA-01-0 NS

1：1001：40、1：30、

1：100

1：20　1：100

仮設平面図その２（参考・公園工事）

図面リスト

NS



特記仕様書-１

高槻城公園北エリア(一期)整備工事（建築）

Ａ－０１－１
NS

・コンクリ－トの設計基準強度

する。

販売価格調査仕様書に合致した受入等事業者として公表している再資源化施設に運搬するものと

これにより難い場合が生じたときは、監督職員と協議し、近隣の公的受入地への搬入を検討する

こと。

技能士

3．工事種目

2．敷地面積

1．工事場所

Ⅰ　工事概要

工事設計図

(1.5.2)

4．工事範囲

特 記 仕 様 書

Ⅱ　建築工事仕様

　　 全て今回工事範囲とする。（［別途工事］との工事区分については別紙の工事区分表による）

11

8

13

17

3

2

4

5

6

7

9

10

12

14

15

16

20

18

19

21

22

23

工事種目 工事範囲

章 項　　目 特　　記　　事　　項

鉄筋工事

仮設工事

・鉄筋組立て作業

・とび作業とび

適用工事種類 職　種 技能検定の作業の種別

鉄骨工事

・コンクリートブロック工事作業   

・構造物鉄工作業

鉄筋施工

型枠施工 ・型枠工事作業

・コンクリート圧送工事作業
コンクリート工事

コンクリート圧送施工

ブロック建築コンクリートブロック・　

ALCパネル及び押出成形

セメント板工事
・エーエルシーパネル工事作業

・シーリング防水工事作業

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・合成ゴム系シート防水工事作業

・セメント系防水工事作業

・塩化ビニル系シート防水工事作業

・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・アスファルト防水工事作業

防水工事

エーエルシーパネル施工

防水施工

鉄工

　防水工事作業

・改質アスファルトシートトーチ工法

タイル工事

木工事

石工事 ・石張り作業

・大工工事作業

・タイル張り作業

石材施工

タイル張り

・内外装板金作業

建築大工

建築板金

・FRP防水工事作業

　防水工事作業

・改質アスファルトシート常温粘着工法

屋根及びとい工事

左官工事 ・左官作業

・鋼製下地工事作業

・内外装板金作業　

内装仕上げ施工
金属工事

建築板金

左官

・自動ドア施工作業

・ビル用サッシ施工作業

・ガラス工事作業建具工事

サッシ施工

ガラス施工

自動ドア施工

カーテンウォール施工

塗装工事 ・建築塗装作業

・ガラス工事作業

・金属製カーテンウォール工事作業

・ビル用サッシ施工作業カーテンウォール工事 サッシ施工

植栽工事

排水工事

・造園工事作業

・溶融ペイントハンドマーカー工事作業

・加熱ペイントマシンマーカー工事作業

・プラスチック系床仕上げ工事作業

・カーペット系床仕上げ作業

・ボード仕上げ工事作業

・壁装作業

ガラス施工

塗装

内装仕上げ施工

表装

内装工事

配管

舗装工事 路面標示施工

造園

化学物質の濃度測定 (1.5.9)

※適用する

　測定対象化学物質

　　・ 

　測定方法　　　　　　　　・バッシブ型採取機器による　　・　

技術検査 (1.6.2)

・中間技術検査　実施回数（　　　）回

　　　　　　　　実施する段階（　　　　　　　　　　）

すべて

すべて

すべて

すべて

すべて

すべて

すべて

すべて

すべて

すべて

-

すべて

すべて

すべて

　1．標準仕様

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は，国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書

建具工事

左官工事

金属工事

木工事

石工事

防水工事

鉄骨工事

コンクリート工事

鉄筋工事

地業工事

土工事

カーテンウォール工事

屋根及びとい工事

コンクリートブロック・ALCパネル

タイル工事

・押出成形セメント板工事

内装工事

塗装工事

ユニット及びその他の工事

排水工事

舗装工事

植栽及び屋上緑化工事

仮設工事

1 適用基準等 図面，本特記仕様書，標準仕様書に記載のない事項は次の基準による。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

1

一
般
共
通
事
項

4

すべて

すべて

（建築工事編）（最新版）」（以下「標準仕様書」という。）による。

・建築物解体工事共通仕様書（最新版）　　国土交通省大臣官房官庁営繕部

・営繕工事写真撮影要領（最新版）　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部

・建築工事標準詳細図（最新版）（以下「標準詳細図」という）

[本工事]

-

すべて

すべて

・建築配管作業

　※「3．工事種目」すべてを工事範囲とする。

　・「3．工事種目」のうち　　［本工事］　の全てを工事範囲とする。

　・「3．工事種目」のうち　　［本工事］　の工事範囲は下記表のとおりとする。ただし，その他の工事種目は

高槻城公園北エリア(一期)整備工事（建築）

令和　　年 　月

　　（1）北エリア　2,264.84㎡　　　　　　　　　　（2）大手地区　544.91㎡

(1)建築工事　１式

　 ・公園トイレ　木造平屋建て　建築面積139.71㎡、延べ面積139.71㎡、最高高5.40ｍ、軒高3.745ｍ

(2)外構工事　１式

[別途工事]

・高槻城公園北エリア(一期)整備工事（公園）

地
業
工
事

5

鉄
筋
工
事

　測定時期　　　　　　　　・完成後　　　　　　・　

11

12

13

(1.1.4)2

（CORINS）への登録

工事実績情報システム

※適用する

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

・風圧力

3 法令等の適用区分

　　地表面粗度区分（ ・Ⅰ　　・Ⅱ　　・Ⅲ　　・Ⅳ ）

・積雪荷重

　　平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（三十二）

　　風速（Vo= 32 m/s）

4 (1.2.4)工事の記録等

報告に用いる書式等

・現場説明書による　　・　

・標準仕様書1.2.4（4）により整備する工事写真については次による。

　『営繕工事写真撮影要領（最新版）による工事写真撮影ガイドブック　建築工事編

　及び解体工事編　最新版』国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

電気保安技術者

※適用する

5 (1.3.3)

施工条件 (1.3.5)6

発生材の処理等7

　　・　

　　・　

　　　性能を有するものとする。

　　　を使用する場合は監督職員の承諾を受ける。

　　　法とする。

　　　①品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　　　②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　　　③安定的な供給が可能であること。

（５）製造業者等に関する資料の提出を求める材料

材料の品質等 (1.4.2)

　　　する「建築材料・設備機材等品質評価事業」]の評価書の写し等）を監督職員に提出し

（２）備考欄に商品名が記載された材料は，当該商品又は同等品を使用するものとし，同等品

（３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については，材料製造所の指定する工

（４）本工事に使用する材料のうち，（５）に指定する材料の製造業者等は，次の①から⑥の

　　　④法令等で定める許可，認可，認定又は免許を取得していること。

　　　⑤製造又は施工の実績があり，その信頼性があること。

　　　⑥販売，保守等の営業体制を整えていること。

（１）本工事に使用する材料は，設計図書に定める品質及び性能の他，通常有すべき品質及び

　　　事項を満たすものとし，その証明となる資料（外部機関[（一社）公共建築協会が発行

　　　て承諾を受ける。ただし，あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

　　・（一社）公共建築協会の「建築材料・設備機材等品質評価事業」において評価書が発行

　　　されている材料

　　　　床型枠用鋼製デッキプレート，鉄骨柱下無収縮モルタル，無収縮グラウト材，押出成形

　　　セメント板，成形伸縮目地材，乾式保護材，セラミックタイル，既調合モルタル，既調合

　　　目地材，ルーフドレン，吸水調整材，防水剤，アルミニウム製建具（コンクリート系下地

　　　及び鉄骨下地），樹脂製建具（コンクリート系下地及び鉄骨下地），鋼製建具，鋼製軽量

　　　建具，ステンレス製建具，錠前類，クローザ類，自動ドア機構，自閉式上吊り引戸機構，

　　　重量シャッター，軽量シャッター，オーバーヘッドドア，ガラス，現場発泡断熱材，フ

　　　リーアクセスフロア，可動間仕切、移動間仕切、トイレブース、煙突用成形ライニング材、

　　　天井点検口，床点検口、グレーチング、屋上緑化システム、トップライト、ポリマーセメ

9

　　　ントモルタル，鋳鉄製ふた

10 流出防止対策 １．コンクリート・モルタル・塗料が付着した施工用具については、周辺環境に影響を与えない

　　ように適切に処理を行うこと。

　　合は施工をとりやめること。

　　燥を確認すること。

３．防水工事を行う場合は、ドレンを完全に塞ぎ外部に流出しない対策を行った後に施工すること。

４．雨水側溝や下水管に建築資材が流れ込みそうな場所では、流出防止のため土嚢によるせき止

　　めやノッチタンクへのポンプアップ等の措置を講じた上で施工すること。

５．建築資材を取り扱う際には、十分注意するとともに、施工中・施工後といった状況に応じ、

　　正しい認識のもとに取り扱うよう関係作業者に指導を行うこと。

６．現場代理人は、作業中・作業後の安全・環境に対する点検を必ず行うこと。

７．予期せぬ事故等により、流出した場合は、拡散を防止する処置等を行うとともに、速やかに

　　監督職員及び、関係部局（下水河川事業課、環境政策課など）へ報告を行うこと。

８．工事範囲においては、施工後に釘やビス、番線などが残っていることがないように現場状況

　　を必ず確認すること。

完成時の提出図書

見積要項による

・ 完成図

・電子媒体 ・ JWW形式及びdwg形式（CD-R）

ファイル名：図面番号_図面名称_工事名称_年度（西暦）.jww

英数字とアンダーバーは半角とする。

　・ 画像データ

(A3サイズ、PDFファイル、300dpi程度（文字が判別できること）)

ファイル名：図面番号_図面名称_工事名称_年度（西暦）.pdf

英数字とアンダーバーは半角とする。

※施工計画書　　　　　　　提出部数   ※1部   ・  部

・保全に関する資料　　　　提出部数   ※1部   ・  部

但し、サイズ等は監督職員の指示による。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔緑表紙　黒文字（背表紙共）〕

・設計図　　工事着手までに設計図面を３部製本し、監督職員に提出すること。

2

14

(1.9.1～1.9.3)(表1.9.1)

提出前に最新版のウイルスチェックソフトにより安全を確認し提出のこと。

完成写真

工事関係書類一式（工事写真、保証書等を含む）を箱詰めすること

鍵、その他備品、取扱い説明書一式

・「営繕工事電子納品要領（案）（最新版）」による15

設計ＧＬ ・図示による　　・　16

監督職員事務所 (2.3.1)1 ※設ける

　規模，仕上げの程度，設備，並びに備品等の種類及び数量は協議による。

工事用電力

工事用水2

3

(3.2.3)(表3.2.1)1 埋戻し及び盛土 埋戻し及び盛土の材料及び工法

　※標準仕様書 表3.2.1による　　・　

　　・Ａ種　施工箇所（　　　　）

　　・Ｂ種　施工箇所（　　　　）

　　・Ｄ種　施工箇所（　　　　）

建設発生土の処理2

・構内指定場所に堆積　　・構内指定場所に敷均し

※構外搬出適切処理 (3.2.5)

2

3

　　・Ｃ種　施工箇所（　　　　）土質(　　)　受渡場所（　　）

土
工
事

仮
設
工
事

　　・ ホルムアルデヒド､トルエン､キシレン､エチルベンゼン､スチレン､パラジクロロベンゼン

この工事は高槻市週休2日工事実施要領に基づき施工するものとする

・

・

※

（1）項目は，番号に　　印の付いたものを適用する。

（2）特記事項は，　 印の付いたものを適用する。

　　 　　印の付かない場合は，※印の付いたものを適用する。

　　　　 印と　 印の付いた場合は，共に適用する。・

（3）特記事項に記載の（  ．  ． ）内表示番号は，標準仕様書の当該項目，当該図又は当該表を示す。

　2．特記仕様書の表記

　※ 作成する  提出部数  ※黒表紙A4（金文字）2部

地業

・種別

・厚さ

・厚　さ　　地中梁　土間スラブ

・砂利 ・割り石 ・再生砕石

・５０㎜ ・１００㎜ ・１２０㎜ ・１５０㎜ ・図示

１．割り石・砂利地業

２．均しコンクリ－ト

(4.6.2)

・６０・５０・３０

(4.6.4)・Ｆ１８

・ポリエチレンフイルム厚さ０．１５㎜以上重ね幅

縦横共２５０㎜以上

(4.6.5)・施工箇所　・図示

（１）受注者は建設廃棄物を自らの責任において適正に処理すること。

　　　直接契約すること。

（２）運搬は産業廃棄物収集運搬業者等と、処分は産業廃棄物処分業者等それぞれ個別に

（３）建設廃棄物の搬出に当たっては、産業廃棄物管理表（マニフェスト）を交付し、

　　　適正に管理すること。

※ 標準仕様書1.3.5（1）以外の施工条件については，監督職員と協議すること。
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・コンクリ－ト部材の位置及び断面の寸法許容差は、下表による。

コンクリ－ト部材の位置及び断面の寸法許容差の標準値（　㎜）

（表６．２．３）

１．ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄの種類

・Ⅰ類 ・Ⅱ類（表６．２．１）

仕上がり

２．コンクリートの

断面

項　目

位置

寸法

設計図に示された位置に対する格部材の位置

柱・梁・壁の断面寸法及び

スラブの厚さ

基礎及び基礎梁の断面寸法

許容差

±２０

０

＋２０

０

（規定しない）

・打放し仕上げの種別は、下表による。（表６．２．３）

種　別

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

施　工　箇　所

内外部化粧内放面

化粧スラブ、庇裏等

（表６．２．４）

・コンクリートの床仕上がりは、監督員の承諾を受ける。

３．セメントの種類 ・普通ポルトランドセメント ・混合セメントのＡ種（６．３．２）

種類

４．砕砂及び砕石の

Ｒｔ＝３．０　㎏／ｍ３　以下）

・Ａ （コンクリ－トの中のアルカリ総量

５．細骨材の

塩分含有量

・０．１以下（ｏ／ｗｔ）・０．０４以下（ｏ／ｗｔ）

６．骨材

フェロニッケルスラグ細骨材並びにこれらを混合したものの

混合したもののいずれかとする。

骨材の種類

・粗骨材は、砂利、砕石及び高炉スラグ粗骨材並びにこれらを

・細骨材は、砂、砂利、高炉スラグ細骨材及び

いずれかとする。（６．３．１）

７．混和材料

によるＡＥ剤、ＡＥ減水剤及び高性能ＡＥ減水剤とする。

・混和剤の種類は、ＪＩＳＡ６２０４（コンクリ－ト用化学混和剤）

・混和材は、ＪＩＳＡ６２０１（コンクリート用フライアッシュ）

によるフライアッシュ、ＪＩＳＡ６２０６

（コンクリート用高炉スラグ微粉末）による高炉スラグ微粉末又は

・膨張性混和材

ＪＩＳＡ６２０２（コンクリート用膨張材）による膨張材とする。

（６．３．１）

８．普通コンクリ－ト

土間コンクリ－ト、無筋コンクリ－ト

ＦＣ（Ｎ／㎜２） （Ｎ／㎜２）

構造体強度補正値

・＋３

・＋６

・２４

設計基準強度
施　工　箇　所

・２４

９．試験練り ・試験練りを行い監督員の承諾を得る事。

・丸適マークを持つＪＩＳ工場とする。10．生コン工場

基礎・躯体コンクリ－ト

構造図による

・ホルムアルデヒド放出量規定

規格品で厚さ１２㎜のもの。

・南洋材 ・複合

「コンクリ－ト型枠用合板の日本農林規格」の

・Ｆ１ ・Ｆ２ ・Ｆ３

(6.8.2)・針葉材11．型枠の材料
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構造図による

　測定対象室及び測定箇所　・作業員詰所　　　　・　カフェ客室

　　・購入土　施工箇所（　　　）

・２１

本工事の発生土は、大阪府都市整備部が、令和７年度上半期建設発生土受け入れ価格及び再生土

２．塗装を行う場合は、現状の天気及び天気予報を確認した上で、降水の可能性がある場

　　また、夜間に気象急変の可能性があるので、日中に乾ききる時間までに塗装作業を完了し乾

・施設工事、囲障工事、舗装工事、排水工事、植栽工事

　 ・公園倉庫　　木造平屋建て　建築面積69.86㎡、延べ面積69.86㎡、最高高4.60ｍ、軒高3.00ｍ

　 ・東屋　　　　木造平屋建て　建築面積81.00㎡、延べ面積81.24㎡、最高高4.24ｍ、軒高3.00ｍ

　 ・火見櫓　　　木造平屋建て　建築面積42.69㎡、延べ面積42.69㎡、最高高9.34ｍ、軒高3.35ｍ

　 ・カフェ　　　木造平屋建て　建築面積107.99㎡、延べ面積103.48㎡、最高高4.72ｍ、軒高3.00ｍ

-

-

すべて

（６）木材は府産材を推奨する。

・高槻城公園北エリア(一期)整備工事（機械設備）

・高槻城公園北エリア(一期)整備工事（電気設備）

・高槻城公園北エリア(一期)整備工事（植栽）

　　（1）北エリア　高槻市野見町1492番1の一部　　（2）大手地区　高槻市大手町123番1

※本工事は、在来の構造形式を有する建築工事であって、木工事、屋根工事、左官工事、金具・金物工事等に従事する主な技術者は、伝統工法を駆使する熟練者であることとし、実績報告を提出し、監督員が認めた者とする。

（大手エリア）
・別途工事となる電気・機械工事との総合定例会議を主催すること。

※左官工事従事者は、「全国文化財壁技術保存会」会員もしくは同等の技術を有する者とする。※作業員の構成　各種技能者とその手元は各種別に構成し、不慣れのまま多人数で一気に作業することを避け、選任の作業員により丹念に施工すること。
（北エリア）
・関連工事及び周辺工事との調整、発注者・工事監理者・関連工事事業者が参加する定例会議（毎週1回以上）に参加すること。

令和8年 7月～11月末 平日閉館（土日祝、9月25日、10月29日・30日、11月1日は開館）令和8年12月～令和9年3月　終日閉館
・北館まわりの工事については、次の期間に閉館を予定している。興行が行われる際は、搬入トラックが支障なく進入及び回転できるように配慮すること。

設計図書の優先順位

①現場補足説明書②特記仕様書③設計図④標準仕様書

・火の見櫓、カフェ、門、囲障及び雨水排水については令和８年１２月中に検査済証を受領し、各種検査を受け市へ部分引き渡しを行うこと 72

※施工図　　　　　　　　　提出部数   ※２部   ・  部

構内既存の施設　・利用できない　　※利用できる（ ※有償　　・無償 ）

構内既存の施設　※利用できない　　・利用できる（ ・有償　　・無償 ）



特記仕様書-２

高槻城公園北エリア(一期)整備工事（建築）

７２
Ａ－０１－２

NS

1

ブロック造

補強コンクリート (8.2.2)

ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び

長さ 高さ

正味厚さ 化粧の 適用箇所 備考寸法(mm)
有無（mm）圧縮強さによる区分

・

断面形状及び

※空洞ブロックC(16)

・

・無 ・有

・無 ・有

・無 ・有

材料

(8.2.3)モルタルの調合（容積比）

　ブロックの区分が A(08)，B(12)，C(16)の場合で、目地巾が10mm程度の場合

※標準仕様書 表8.2.1による

　上記以外の場合　　・　

2 コンクリートブロック

帳壁及び塀

(8.2.5)

目地仕上げ　・押し目地仕上げ　　・化粧目地仕上げ

各部の配筋　・図示による ・　

(8.2.7)

まぐさを受ける開口部両側のブロックにおいて，モルタル又はコンクリートで充填する (8.2.8)

ブロックの範囲

・図示による　　・　

(8.3.2)(表8.3.1)

ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び

長さ 高さ
（mm）

正味厚さ 化粧の 備考寸法(mm)
有無圧縮強さによる区分

断面形状及び

※空洞ブロックC(16)

材料

適用箇所

・無 ・有

モルタルの調合（容積比） (8.3.3)

　ブロックの区分がA(08)，B(12)，C(16)の場合で，目地巾が10mm程度の場合

※標準仕様書 表8.2.1による

　上記以外　　・　

鉄筋の継手，定着及び末端部の折り曲げ形状

　・図示による　　・　

各部の配筋　・図示による　　・　

(8.3.4)

(8.3.4)

・無 ・有・

・無 ・有 ※塀
・120

・150
・

8

・150 ・ライニング

8

・A種　・B種

・C種　・D種

・E種

(8.4.2～8.4.5)(表8.4.2～表8.4.4)3 ＡＬＣパネル 材料，構法

耐火性能
（時間）

幅及び長さ
（mm）

・100

・

・100

・

・100

・

厚さ
（mm）

単位荷重パネルの区分
2

（N/m ）用途 形状 表面加工

・間仕切壁用

・床版用

・100

・平

・意匠

・平

・意匠

・一般

・コーナー

・コーナー

・一般

ー

ー ー

ー

・図示

・図示

・図示

・図示

構法の種別

・F種

・無

・無

・有(　 )

・有(1)

・有(1)

・有(0.5)

・外壁用

・屋根版用

パネル相互の接合部に挿入する耐火目地材

・図示による　　・　

・外壁パネル構法、屋根及び床パネル構法 (8.4.3)(8.4.5)

　　耐風圧性能　（ ）

　　耐震性能　　（ ）

(8.4.2)

・間仕切壁パネル構法 (8.4.4)

　　耐震性能　　（ ）

パネル幅の最小限度（mm）

・300 未満（・図示　　・ ）

パネルの短辺小口相互の接合部、出隅及び入隅のパネル接合部並びにパネルと他部材との取り合い

部の伸縮目地の目地幅（mm）

(8.4.3)(8.4.4)(8.4.5)

※10～20mm ・図示による

(8.4.3)(8.4.4)

伸縮目地への耐火目地材の充填　・適用する　　・適用しない (8.4.3)(8.4.4)

（ECP）

押出成形セメント板4 (8.5.2～8.5.4)(表8.5.1)(表8.5.2)材料，工法

・外壁パネル工法

耐風圧性能　（ ）

耐震性能　　（ ）

・間仕切壁パネル工法

(8.5.3)

耐震性能　　（ ）

耐火構造以外の目地及び隙間の処理

※パネルの製造所の仕様による　　・　

パネル幅の最小限度（mm）

　・300未満（・図示　　・　　　　　　）

　長辺の目地幅　・10以上　　・図示による

(8.5.4)

(8.5.3)(8.5.4)

(8.5.3)(8.5.4)

　短辺の目地幅　・15以上　　・図示による

パネルの相互の目地幅（mm） (8.5.3)(8.5.4)

出隅及び入隅のパネル接合部の伸縮目地の目地幅（mm）

※15 程度（シーリング材を充填） ・図示による

溝堀及び開口部の措置

　やむを得ず設備開口等を設ける場合のパネルの開口寸法等の限度

　　・図示による　　・　

(8.5.3)(8.5.4)

(8.5.5)

パネルの
種類

・外壁

パネル

・間仕切壁

パネル

・Ｆ（フラットパネル）

厚さ（mm）

・50 ・60

・50 ・60 ・

60

・50 ・60 ・

60

・50 ・60・Ｄ（デザインパネル）

・Ｆ（フラットパネル）

・Ｄ（デザインパネル）

形状 工法の種別

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｂ種

・Ｃ種

幅（mm）

600

600

備考

・Ｔ（タイルベースパネル）

・Ｔ（タイルベースパネル）

・125

アスファルト防水1 (9.2.2)(9.2.3)(表9.2.3～表9.2.6)

屋根保護防水

　防水層の種別

種別

・A-1

・A-2

・A-3

・B-1

・B-2

・

絶縁用シート施工箇所 断熱材

※ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm以上又は
フラットヤーンクロス70g/㎡程度

・AI-1

・BI-1

・BI-2

・AI-3

・AI-2 ・

（厚さ）

・ mm

※フラットヤーンクロス　70g/㎡程度

　改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

※標準仕様書　表9.2.3及び表9.2.4による

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

用途による区分　　・

材料構成による区分　・R種 ・N種

厚さ　・　　mm以上

　部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

※標準仕様書　表9.2.5及び表9.2.6による

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

用途による区分　　・　

材料構成による区分　・R種　　・N種

厚さ　・　　mm以上

　押え金物の材質及び形状寸法

※アルミニウム製Ｌ-30×15×2.0mm程度

・　

　立上り部への断熱材及び絶縁用シートの設置

・適用する　・適用しない

(9.2.2)

(9.2.2)

(9.2.2)

(表9.2.4)(表9.2.6)

9

(9.2.4)

(9.2.2)(9.2.3)(表9.2.7)(表9.2.8)屋根露出防水

　防水層の種別

種別 施工箇所

・D-4

・D-3

・D-2

・D-1

・DI-2

・DI-1

断熱材
種類

仕上塗料

使用量

※製造所の仕様による

・

・

（厚さ）

（種類）
・

　改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

※標準仕様書　表9.2.8による

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

用途による区分　　・

材料構成による区分　・R種 ・N種

厚さ　・　　mm以上

　部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

※標準仕様書　表9.2.7及び表9.2.8による

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

用途による区分　　・

材料構成による区分　・R種 ・N種

厚さ　・　　mm以上

　押え金物の材質及び形状寸法

※アルミニウム製Ｌ-30×15×2.0mm程度

・　

　絶縁工法及び断熱絶縁工法の脱気装置の種類及び装置数量

　　種類　　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

・　

　　設置数量　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

・ 個

(9.2.2)

(9.2.2)

(9.2.2)

(9.2.3)

(9.2.2)(9.2.3)(表9.2.9)屋内防水

施工箇所種別施工箇所種別

・E-1 ・E-2

　防水層の種別

　保護層　・設ける（ ※図示　・ ）

・設けない

　Ｅ-１の工程3を行う場合の部位

※貯水槽、浴槽等の常時水に接する部位

　　・　

施工

　防水層の下地のモルタル塗り

・適用する（施工範囲　・図示　・ ）

・適用しない

　防水層の下地、立上りコンクリート打放し仕上げ

※標準仕様書 表6.2.4のB種　・

　絶縁断熱工法のルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

・図示による　・

保護層等の施工

　平場の保護コンクリートの厚さ

　　こて仕上げ　　※水下　80mm以上　・　

　　床タイル張り　※水下　60mm以上　・ 

　立上り部の保護工法

・乾式保護材

乾式保護材の材料　・

・コンクリート押え

・モルタル押え（屋内等）

・れんが押え（・図示　・ ）

れんがの材料

・JIS R 1250（普通れんが及び化粧れんが）

・　

　屋上排水溝の設置

・図示による　・

(9.2.5)

(9.2.2)

(9.2.2)

(9.2.5)

(9.2.5)

(9.2.5)

(9.2.4)

(9.2.4)

(9.2.4)

(表9.2.9)

(9.2.3)

屋上

・50mm

2 改質アスファルト

シート防水

防水層の種別

種別 施工箇所 防湿層

・AS－T1

・AS－T2

・AS－T3

・AS－T4

・AS－J1

・ASI－T1

・ASI－J1

・

による

※製造所の仕様

・

・設けない

・設ける

（厚さ）

（種類）

・

・　　mm

断熱材
使用量種類

仕上塗料

　改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　押え金物の材質及び形状寸法

※アルミニウム製　L-30×15×2.0mm程度　　・　

　屋根露出防水絶縁工法及び屋根露出防水絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

種類　　　※改質アスファルトシートの製造所の指定

・　

設置数量　※改質アスファルトシートの製造所の指定

・ 個

　　※標準仕様書表9.3.1から表9.3.3による　　・　

　　※標準仕様書表9.3.2及び表9.3.3による 　　・　

　　※標準仕様書表9.3.2及び表9.3.3による 　　・　

(9.3.2)

(9.3.2)

(9.3.2)

(9.3.2)

(9.3.3)

(9.3.2)(9.3.3)(表9.3.1)(表9.3.3)

合成高分子系

ルーフィング

シート防水

3 防水層の種別

施工箇所種別
種類 使用量

仕上塗料

断熱材 歩行の仕様

・

・

・

※製造所の

仕様による

・

仕様による

※製造所の※非歩行用

・軽歩行用

可塑剤移行防止
シートの材質

(9.4.2～9.4.4)(表9.4.1～表9.4.2)

・S-F1

・S-F2

・S-M2

・S-M1

・

・

・

※製造所の

仕様による

・

※製造所の

仕様による

・

・

（厚さ）

（種類）

・ mm

・

（厚さ）

（種類）

・ mm※発泡ポリエチ

レンシート

・SI-F2

・SI-F1

・SI-M1

・SI-M2

施工箇所

保護層

モルタル塗り厚さ

立上り部の保護平場のモルタル塗り

工法

・・

種別

・床塗り ※7㎜以下

・

塗厚（mm）

・S-C1 ・下地モルタル塗り

屋内防水層の種別 (9.4.2～9.4.4)(表9.4.1～表9.4.2)

(9.4.2)

(9.4.2)

ルーフィングシートの種類及び厚さ

※標準仕様書表9.4.1から表9.4.3による　　・　

　固定金具の材質及び形状

を積層加工したもの

　　材質 ※防錆処理した鋼板，ステンレス鋼板又はそれらの鋼板の片面及び両面に樹脂

・　

　　厚さ(mm)　※0.4以上

・　

　接着工法の場合の脱気装置の種類及び設置数量

　断熱工法（SI-M1，SI-M2の場合）の防湿用フィルム

・設置する　・設置しない

　　種類　　　※ルーフィングシートの製造所の仕様

・ 個

　　設置数量　※ルーフィングシートの製造所の仕様

・　

　ＰＣコンクリート下地の入隅部の増張り

　接着工法の場合のＰＣコンクリート部材防水下地の目地処理

　　・行う（・図示　・　　　）　・行わない

　（S-F1，SI-F1の場合）

　　・行う（・図示　・　　　）　・行わない

　機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

　　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

・図示による　・

(9.4.3)

(表9.4.2)

(9.4.4)

(9.4.4)

(9.4.4)

防水層の種別塗膜防水4

ウレタンゴム系塗膜防水 X-1（絶縁工法）の脱気装置の種類及び設置数量

種類　　　※主材料の製造所の仕様　・

設置数量　※主材料の製造所の仕様　・　　　個

(9.5.3)

(9.5.3)(表9.5.1)(表9.5.2)

仕上塗料

・

種別 施工箇所
使用量

保護層

・

・

種類

・

・地下外壁防水

・屋内防水

による

※製造所の仕様

・

による

・

・

・X-1

・X-2

・Y-1

・Y-2

※製造所の仕様・製造所の仕様

による

・屋上設備基礎

・ハト小屋天端

屋上平場・立上

MS-2 10×10

防水層の下地（壁及び床）

(9.7.5)

(9.7.3)

(9.7.2)

(9.6.4)

(9.6.4)

※簡易接着性試験　・引張接着性試験　・

接着性試験

※標準仕様書9.7.3(1)による　・

シーリング材の目地寸法

　仕上げを行わない施工箇所（ ）

シーリング材の種類（記号）施工箇所

シーリングは17章による。

ただし，外壁タイル接着剤張りの場合のシーリングは11章に，カーテンウォールの場合の

※下表以外は，標準仕様書 表9.7.1による

　種類及び施工箇所

材料

・図示による　・

　標準仕様書9.6.4(2)(ｲ)及び(ｳ)以外の下地処理

※標準仕様書9.6.4(2)(ｱ)による　・

コンクリートの打継箇所の処理

下地処理

　・

※コンクリート打放し仕上げ（標準仕様書 表6.2.4のB種）

6

5

シーリング

ケイ酸質系塗布膜防水

※専門工事業者の指定する製品　・

金物の固定に使用する充填材料

取り付用モルタル，既調合の目地用モルタル，浸透性吸水防止剤，石裏面処理材，裏打ち処理材，

備考

テラゾタイル

施工箇所

・花こう岩

※大理石

・

※1.5～12

表面仕上げの寸法による種石の
種類区分（mm）大きさ(mm)

種石の種類

・300×300

・400×400

(10.1.3)1 施工

石材等2

石材の割付け　・図示による　・　

(10.2.1)(表10.2.1)(表10.2.2)

・図示による

の有無の種類
バフ仕上げ表面仕上げ

形状及び寸法
種類

岩石の
施工箇所

天然石

備考

の種類
仕上げ
表面

る区分
面によ
仕上げ

る区分大きさ(mm)
形状によ種石の

種類
種石の

(10.2.1)(表10.2.1)(表10.2.2)

・・花こう岩 ・両面・役もの

※1.5～12※大理石 ・片面・平もの

（mm）

寸法
施工箇所

テラゾブロック

備考

(10.2.3)

(10.2.2)

・図示による　・

上記以外の金物の材質，形状及び寸法

材質：※SS400　・ 寸法：

種類：　　　　　　　材質： 寸法：

あと施工アンカーの種類，材質及び寸法

アンカーの材質及び寸法

・　

（・長さ＝100mm　・長さ＝150mm）

※ L-75×75×6（mm）

形状及び寸法

受金物　材質　※ステンレス（SUS304）製 ・　3 外壁湿式工法

(10.2.2)

(10.2.3)

　・

・樹脂ネット製パイプ　クロスメッシュ巻き　25～35φ

ドレンパイプの材質

・図示による

※幅・深さとも10mm以上

シーリング材の目地寸法

・図示による

位置　※標準仕様書 表11.1.1による

伸縮調整目地

目地　一般目地　目地幅（mm）　※6以上 　　・　

シーリング材　・適用する　・適用しない

(10.3.3)

(10.3.3)下地ごしらえ　※あと施工アンカー・横筋流し工法

(10.3.2)

・あと施工アンカー工法

・流し筋工法

裏打ち処理　・適用する　・適用しない

石裏面処理　・適用する　・適用しない

石材の厚さ（mm）　・　

10

建具廻り

面台周り SR-1 5×5

・図示による・図示による

※石材の産地：公園トイレ及び火見櫓は瀬戸内産とし、東屋及びカフェは中国産とする。

AutoCAD SHX Text
コンクリートブロック・ＡＬＣパネル及び押出成形セメント板工事

AutoCAD SHX Text
コンクリートブロック・ＡＬＣパネル及び押出成形セメント板工事（続き）

AutoCAD SHX Text
防水工事

AutoCAD SHX Text
石工事
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・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材造作用集成材3

見付け材面の品質見付け材面寸法（mm）品名施工箇所 樹種名

※1等　・2等

※1等　・2等

(12.2.1)

・あと施工アンカー工法

(10.4.3)

(10.4.2)

下地ごしらえ　※あと施工アンカー・横筋流し工法

裏打ち処理　・適用する　・適用しない

石裏面処理　・適用する　・適用しない

石材の厚さ（mm）　・　

(10.2.2)

・図示による　・

上記以外の金物の材質，形状及び寸法

材質：※SS400　・ 寸法：

種類：　　　　　　　材質： 寸法：

あと施工アンカーの種類，材質及び寸法

アンカーの材質及び寸法

(10.2.2)

・　

（・長さ＝100mm　・長さ＝150mm）

※ L-75×75×6（mm）

形状及び寸法

受金物　材質　※ステンレス（SUS304）製 ・　4 内壁空積工法

目地　一般目地　目地幅（mm）　※6以上 　　・　

シーリング材　・適用する　・適用しない

伸縮調整目地

位置　※6m程度ごと

・図示による

シーリング材の目地寸法

※幅・深さとも10mm以上

・図示による

(10.4.3)

外壁乾式工法の方式による金物の種類，形状，寸法等 (10.2.2)

※標準仕様書 表10.2.4による

方式　・スライド方式　・ロッキング方式

・図示による

アンカーの材質及び寸法

あと施工アンカーの種類，材質及び寸法

種類：　　　　　　　材質： 寸法：

上記以外の金物の材質，形状及び寸法

・図示による　・

(10.2.2)

石材の厚さ（mm）　・　 (10.5.2)

裏打ち処理　・適用する　・適用しない

だぼ用の穴の位置

※標準仕様書10.5.2(2)(ｱ)による　・図示による

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法 (10.5.3)

・図示による　・

目地　目地幅（mm）　※8以上 　　・　

（※標準仕様書9.7による　・図示 ）

シーリング材　・適用する

・適用しない

(10.5.3)

石材の厚さ（mm）　床（　　），階段（　　）

床石張り

　浸透性吸水防止剤　・適用する　・適用しない

　石裏面処理　　　　・適用する　・適用しない

　裏打ち処理　　　　・適用する　・適用しない

階段張り

　石裏面処理　　　　・適用する　・適用しない

・図示による　・

目地　一般目地　目地幅（mm）

シーリング材　・適用する　・適用しない

伸縮調整目地

位置　※床面積30㎡程度ごと，細長い通路の場合6m程度ごと及び他部材との

シーリング材の目地寸法

※幅・深さとも10mm以上

・図示による

取り合い部

・図示による

・湿式工法　・乾式工法

湿式工法の取付け金物　・標準仕様書10.2.2(1)による

・図示による

乾式工法の取付け金物　・標準仕様書10.2.2(2)による

　方式・スライド方式　・ロッキング方式

特殊部位用金物　　　　・標準仕様書10.2.2(3)による

・図示による

・図示による

ファスナー ・図示による

アンカーの材質及び寸法

湿式工法の材質：※ステンレス（SUS304）製　・

寸法：

　乾式工法の材質：※SS400 ・　

寸法：

あと施工アンカーの種類，材質及び寸法

　種類：　　　　　　　材質： 寸法：

上記以外の金物の材質，形状及び寸法

・図示による　・

(10.2.2)

石材の厚さ（mm）　・　

石裏面処理　・適用する　・適用しない

・　

乾式工法の場合の取付け代　※標準仕様書10.5.3(2)による

石裏の補強用モルタル　・適用する　・適用しない

目地

　伸縮調整目地

位置　※標準仕様書 表11.1.1による

シーリング材の目地寸法

・図示による

・図示による

※幅・深さとも10mm以上

　湿式工法の場合

シーリング材　・適用する　・適用しない

一般目地　目地幅（mm）　※6以上　   ・　

取付け工法 (10.7.2)(10.2.2)

(10.7.2)

(10.7.2)

(10.3.3)

材質：※ステンレス(SUS304)製　・ 寸法：

5 外壁乾式工法

6 床及び階段の石張り

7 笠木，甲板等の石張り

(10.6.2)(10.6.3)

(10.6.2)

(10.6.3)

(10.6.2)(10.6.3)

　乾式工法の場合

目地幅（mm）　※8以上　・　

シーリング材　・適用する（※標準仕様書9.7による　・図示）

・適用しない

(10.5.3)

石材の厚さ（mm）　※40　・　 (10.7.3)8 隔て板

伸縮調整目地及び
ひび割れ誘発目地

1 (11.1.3)

・図示による

位置　※標準仕様書 表11.1.1による

2 見本焼、試験施工 見本焼き　・行う　・行わない

試験張り　・行う　・行わない

セメントモルタルに
よるタイル張り

3 タイルの形状，寸法等

(11.1.4)

耐凍
害性

無有

色

無有

備考役物

標準 特注

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

よる区分
吸水率に

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

うわぐすり

施ゆう 無ゆう

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

耐滑
り性

形状

（mm）
寸法

(11.2.2)(11.2.3)(11.2.6)

(11.2.3)

(11.2.6)

(表11.2.3)壁タイル張りの工法

既調合モルタル

・既調合モルタルの製造所の仕様による

　・

下地モルタル塗りのコンクリート素地面の下地処理方法

・目荒し工法（標準仕様書15.3.4(4)による）

・MCR工法（標準仕様書6.8による）

　・

　内装タイル以外のユニットタイル　・マスク張り　・モザイクタイル張り

　内装タイル　　　　　　　　　　　・密着張り　　・改良圧着張り

(11.3.2～11.3.4)(11.3.7)タイルの形状，寸法等

(11.3.3)

(11.3.3)(11.3.5)

(11.3.4)

(11.3.5)

有機系接着剤による

タイル張り

4

耐凍
害性

無有

色

無有

備考役物

標準 特注

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

よる区分
吸水率に

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

うわぐすり

施ゆう 無ゆう

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

施工箇所 耐滑
り性

形状

（mm）
寸法種類

接着剤のホルムアルデヒド放散量

外装タイルにおける目地詰め

・行う ・行わない

目地のシーリング材

　伸縮調整目地　　　※変成シリコーン系シーリング材　　・　

　その他の目地 ※変成シリコーン系シーリング材　　・　

　ひび割れ誘発目地　※ポリウレタン系シーリング材 ・　

　打継ぎ目地　　　　※ポリウレタン系シーリング材 ・　

・目荒し工法（標準仕様書15.3.4(4)による）

・MCR工法（標準仕様書6.8による）

　・

下地調整塗材塗りを行うコンクリート素地面の下地処理方法

　※ Ｆ☆☆☆☆　・　

(12.2.1)

・「製材の日本農林規格」による下地用製材 (12.2.1)(表12.2.1)

※標準仕様書12.12.1(ｳ)のいずれかによる　・

ホルムアルデヒド放散量施工一般

・行わない

・行う

・行わない

・行う

・

※A種　・B種

・

※A種　・B種

（※A種　・B種）

造作材の場合

（ ）

（※A種　・B種）

造作材の場合

（ ）

防虫処理材面の品質 含水率施工箇所
（mm）

寸法

含水率施工箇所
（mm）

寸法
等級 保存処理

・A種　・B種

※10%以下

※10%以下

※1等

※1等

・

・「製材の日本農林規格」による広葉樹製材

1

2

・

※A種　・B種

・

※A種　・B種

施工箇所
（mm）

寸法
等級 保存処理含水率

・

※2級

・

※2級

・

※A種　・B種

含水率施工箇所
（mm）

寸法
等級 保存処理

・一等

・化粧一等以上

※小節以上
見え掛り面以外

見え掛り面

※A種

・

※A種　・B種※上小節

・「製材の日本農林規格」による造作用製材 (12.2.1)(表12.2.1)

(12.2.1)(表12.2.1)

・「製材の日本農林規格」以外の製材 (12.2.1)(表12.2.1)(表12.2.2)(12.2.3)

12

11

種類施工箇所

ポーチ・踏込 プレス成形 150×150

製材
（構造特記による）

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

樹種名施工箇所 品名

芯材：

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

※1等 ・2等

※1等 ・2等

材面（mm）

寸法 見付け化粧薄板の

厚さ（mm） の品質

見付け材面

(12.2.1)

5

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

造作用単板積層材 ・「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

・「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

・ＣＬＴ（直交集成板）

寸法（mm）施工箇所 見付け材面の品質樹種

・

※15以下

・

※15以下

含水率（％）

・

※15以下

寸法

（mm） の品質

見付け材面化粧薄板の

厚さ（mm）

・

※15以下

施工箇所 樹種名 含水率

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

板面の品質

※1類

・2類 針葉樹　※C-D以上　・　

・

広葉樹　・1等　※2等以上

接着の
程度

・

※5.5

・

施工箇所 品名
厚さ

（mm）
単板の
樹種名

・行う

・行わない

防虫処理

施工箇所

・有り（加工：・天然木化粧加工

・塗装加工）

・無し（等級：・1等　・2等　・3等）

品名
（mm）

寸法
防虫処理

・行う

・行わない

（表面の化粧加工）

表面の品質

施工箇所 含水率

※14%以下

・

表面の品質

（mm）

寸法

・塗装加工)

・無し　（ ）

防虫処理

・行う

・行わない

（表面の化粧加工）

・有り(加工：・天然木化粧加工

施工箇所
（mm）

寸法
種別

接着性能

（使用環境）
品名 樹種名強度等級

・「合板の日本農林規格」による普通合板合板等

4

・「合板の日本農林規格」による構造用合板

・行わない

・行う

箇所

施工

・

※12 ・1級

※2級以上 ※C-D以上

・

品名 等級
単板の

樹種名
板面の品質 保存処理 防虫処理

強度

等級

厚さ

（mm）

・

※12 ・1級

※2級以上

・適用する

・行わない

・行う

　接着の程度　常温湿潤状態となる場所での使用

※特類　・

その他の場合

※1類以上　・

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板

・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板

・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板

・パーティクルボード

施工箇所
化粧板に使用する

単板の樹種名
接着の程度

・1類　・2類

厚さ（mm） 防虫処理

・行わない

・行う

厚さ

（mm）
接着の程度

の方法

化粧加工
単板の樹種名

・行わない

・行う・オーバーレイ

・プリント

・塗装

・1類

・2類

施工箇所 品目 防虫処理

厚さ

（mm）

※15

・

※13タイプ

・

表裏面の状態

による区分

曲げ強さによる

区分 区分 区分

難燃性による
施工箇所

耐水性による

※MR1(M)又は

MR2(P)タイプ

・

・構造用パネル

施工箇所 品　名 寸法(mm)

(12.2.1)

(12.2.1)

(12.2.1)(12.3.2)

(12.2.1)(12.3.2)

(12.2.1)(12.3.2)

施工箇所

・特類

・1類

（mm）

厚さ
品名 単板の樹種名 接着の程度 防虫処理

・行わない

・行う

(12.2.1)(12.3.2)

(12.2.1)(12.3.2)

(12.2.1)

(12.2.1)(12.3.2)

(12.2.1)(12.3.1)

(12.2.1)

(12.2.1)

壁

（構造特記による）

・ＭＤＦ

施工箇所
区分

表裏面の状態

による区分

曲げ強さによる

区分

接着剤による

区分

難燃性による厚さ

（mm）

(12.2.1)

(12.3.1)

7 防腐・防蟻処理

接合具等6

8

9

10

11

間仕切軸組に用いる木材

床組に用いる木材

用いる木材

窓，出入口，その他に

用いる木材

※（製材を用いる場合）檜　・　

※（製材を用いる場合）檜　・　

※（製材を用いる場合）吊元枠、水掛りの下枠及び敷居は、檜、その他は、杉

・

※（製材を用いる場合）檜　　・　

(12.4.1)

(12.4.1)

(12.5.1)

(12.6.1)

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理 (12.3.1)

・

※薬剤の製造所の仕様による ・

・・

薬剤の種類処理の方法適用部材

・工場における薬剤の加圧注入処理による防腐・防蟻処理

保存処理性能区分

・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４

・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４

適用部材

・薬剤による防腐・防蟻処理を省略できる樹種による製材

適用部材：（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　※Ｆ☆☆☆☆　・　

接着剤（木れんが用接着を含む）のホルムアルデヒド放散量

・適用する（※隠し釘打ち　・ ）　・適用しない

造作材の化粧面の釘打ち

諸金物の形状，寸法及び材質

※標準仕様書12.2.2(2)(ｱ)による　・

(12.2.2)(表12.2.3～表12.2.5)

(12.2.2)

(12.2.2)(12.2.3)

(12.3.1)

(12.3.1)・薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理

適用部材：（ ）

・合板等の加圧注入処理等による防腐・防蟻処理

適用部材：（ ）

(12.3.1)

12 壁及び天井に用いる木材 ※（製材を用いる場合）杉　・　 (12.7.1)

（構造特記による）

縁甲板及び上がまちに

トイレ便房 プレス成形 600×600

・一等

・一等

※下地用材は国内産材とする。

※造作用材は国内産材とする。

AutoCAD SHX Text
木工事

AutoCAD SHX Text
タイル工事



特記仕様書-４

高槻城公園北エリア(一期)整備工事（建築）

７２
Ａ－０１－４

NS

・

長尺金属板葺

※JIS G 3322

　の屋根用ｺｲﾙ

種類、めっき付
着量等

塗膜の耐久性の
厚さ

（mm）
屋根葺形式

の種類
板及びコイル 葺板の

寸法・厚さ
留め付
け方法

下地
施工
箇所

材料

・立て平葺

・心木なし

・横葺

・

瓦棒葺

屋根

・改質アスファルトルーフィング下葺材

下葺材料　・アスファルトルーフィング940

・一般タイプ

・複層基材タイプ

・粘着層付タイプ

工法

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

　横葺の場合のけらば納め

・つかみ込み納め　・けらば包み納め

　　・図示による　　　・　

　雪止め　・設置する（・図示　・ ）

施工箇所 による区分

山ﾋﾟｯﾁ山高

形式
山高，山ﾋﾟｯﾁ

厚さ
(mm)

※鋼板製

区分
材料による

区分
耐力による 軒先

面戸
板

・

材料2 折板葺

1 (13.2.2)(13.2.3)(表13.2.1)

(13.2.3)

(13.3.2)(表13.2.1)

・有り

・無し

（　）種

材質の種類（　　　　　　　　　）

折板のけらば納め　※けらば包みによる方法　・　

　・適用する（・図示　・　　　）　・適用しない

　耐雪性能に応じた工法

　　・図示による　　　・　

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

工法

・無し

断熱材　・有り（種別： 厚さ(mm)： 防火性能：　時間）

塗膜の耐久性の種類，っき付着量等（ ）

(13.3.3)

材料
(13.4.2)

役物瓦
の種類

大きさ寸法によ
る区分る区分

製法によ形状によ
る区分

種類

施工箇所 産地

・適用しない

　建築基準法に基づき定まる風圧力又は地震力に対応した瓦の緊結方法などの工法

　　風圧力　・図示による　・　

　　地震力　・図示による　・　

　瓦緊結用釘又はねじの有効長さの最小値（　55　）mm

　瓦桟木の留付け工法　・図示による　・　

　面戸，雀口，葺土の露出する瓦接合部に仕上げを施す場合

・モルタルによる　・瓦葺き用しっくいによる

・ ・

棟の工法　・上記の通り

工法

寸法　※幅30㎜×高さ15(mm)以上　　・　

棟補強用心材　材質・寸法　※公園倉庫・東屋・カフェ　SUS金物＋人工木材の芯材43×43㎜　

瓦桟木 材質　※杉　　・防腐処理品

JIS A 5208 に基づく凍害試験　・行う　・行わない

※公園トイレ・火見櫓　SUS金物＋芯材（VPパイプまたは被覆鉄筋）

瓦緊結用釘又はねじ　種類　・ステンレス製　

径　　・2.4㎜以上　

長さ　・55㎜以上　

棟補強等に使用する金物等

・銅線

材質　・ステンレス製

形状　・　

寸法　・径1.2㎜以上　

留め付け方法　・熨斗瓦・棟瓦　全数緊結　

3 粘土瓦葺

材料

といの材種　・配管用鋼管　・硬質ポリ塩化ビニル管

・表面処理鋼板（SUS製）

とい受金物

　とい受金物の材種，形状，取付け間隔

　足金物の材種，形状，取付け間隔

※標準仕様書 表13.5.2による　・

※標準仕様書 表13.5.2による　・

・多雪地域の場合の軒どいの取付間隔0.5m以下

・図示による

防露材のホルムアルデヒド放散量

・表面及び裏面の塗膜の種類（銅メッキ　）

・耐酸被覆鋼板　・

　※Ｆ☆☆☆☆　・　

・カラーVP

工法

※標準仕様書 表13.5.4による　・

・鋼管製といの場合の防露巻きの工法

JCW 301によるルーフドレインの種類及び呼び

・屋上

施工箇所

・ろく屋根用たて形Ⅰ型

ねじ込み式

・ねじ込み式

・差し込み式

・ねじ込み式

・差し込み式

・

・

・

種　類 呼　び

・ろく屋根用横形Ⅰ型

・バルコニー中継用

・バルコニー用

・

ルーフドレイン5 (13.5.2)

(13.5.3)

(13.5.2)(表13.5.1)

(13.4.3)

13

とい4

0.3・チタン板

0.8

0.8

・75

モルタル ・現場調合材料　・既調合材料

種類　・250形　・300形　・350形

(15.10.4)(表15.10.5)

(14.6.3)

(15.2.4)

(15.2.4)

(15.2.4)

(15.2.5)

(15.2.6)

(15.2.7)

(15.3.2)

呼び名 仕上げの形状 工　法 吸放湿性 防火材料

(表15.6.1)(その2)

・適用する

・適用する・適用する

・適用する ・適用する

・適用する・適用する

・適用する ・適用する

・吹付け

・こて塗り

・こて塗り

・吹付け

・ローラー塗り

・こて塗り

・吹付け

・ローラー塗り

・こて塗り

・吹付け

・こて塗り

・こて塗り

・吹放し

・凸部処理

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・かき落とし

・吹放し

・凸部処理

・吹放し

・凸部処理

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・吹放し

・凸部処理

・平たん状

・凹凸状

・かき落とし

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・かき落とし

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・かき落とし

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・外装厚塗材C

・外装厚塗材Si

・外装厚塗材E

・内装厚塗材C

・内装厚塗材L

・内装厚塗材G

・内装厚塗材Si

・内装厚塗材E

・ひき起こし

(15.3.2)

(15.3.5)

・適用する

・適用しない

・適用しない

・適用しない・適用しない

・適用しない ・適用しない

・適用しない・適用しない

・適用しない ・適用しない

1 ラス系下地1514 1 アルミニウム及び

アルミニウム合金

の表面処理

表面処理

・AB-1種

・AB-2種

・AC-1種

・AC-2種

・BA-1種

・BA-2種

・BB-1種

・BB-2種

・BC-1種

・BC-2種

・C種

種　別 施工箇所（成型板，笠木，建具以外） 色合い等

(14.2.1)(表14.2.1)

・常温乾燥形の塗装の場合（ ）

陽極酸化皮膜の着色方法

※二次電解着色　・三次電解着色

(14.2.1)

鉄鋼の亜鉛めっき2 鉄鋼の亜鉛めっき

表面処理方法 種　別

溶融亜鉛めっき ・B種

・C種

・D種

・E種

・F種

電気亜鉛めっき

・A種

施工箇所（手すり，タラップ以外）

（14.2.2)(表14.2.2)

(14.4.2)(表14.4.1)軽量鉄骨天井下地3 野縁等の種類

　屋外　※25型　・19型

　屋内　※19型　・25型

・屋外の場合の形式及び寸法

野縁受，つりボルト，インサートの間隔及び周辺部端からの距離

・図示による　・

　　野縁の間隔

・図示による　・

工法

・つりボルトの間隔が900mmを超える場合

補強方法　・図示による　・

・天井のふところが3.0mを超える場合

補強方法　・図示による　・

・天井下地材における耐震性を考慮した補強

補強箇所，補強方法　・図示による　・

・屋外の軒，ピロティ等の天井における耐風圧性を考慮した補強

補強箇所，補強方法　・図示による　・

スタッド，ランナーの種類

※標準仕様書表14.5.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類

・図示による

スタッドの高さが5.0mを超える場合

・図示による　・

出入口及びこれに準ずる開口部の補強

※標準仕様書14.5.4(5)による　・図示による

種別 ・図示による　・

表面処理 ・図示による　・

取付け用下地

※標準仕様書14.4による　・図示による

伸縮調整継手　・設ける（施工箇所　・図示　・ ）

・設けない

4

5 金属成形板張り

軽量鉄骨壁下地

(14.6.3)

(14.6.2)

(14.5.4)

(14.5.3)

アルミニウム製笠木6

笠木の固定金具の工法等

部材の種類

色合等　・標準色（ ）

・特注色（ ）

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

・図示による　・

表面処理　種別（BB-2）種

(14.7.2)(表14.7.1)

(14.7.2)(表14.2.1)

下地の種類

・通気工法　（・二層下地 ・単層下地 ）

・直張り工法（・ラスモルタル下地　・ラスシートモルタル下地 ）

材料

ラス材及ぶ補強用平ラス

材料記号（※K　　　・ ）

種類及び単位面積当たりの質量

・二層下地通気構法

・波形ラス（W700）　・こぶラス（K800）　・力骨付きラス（BP700）

・単層下地通気構法

・リブラスC（RC800）にターボン紙などの裏打ち材と一体化したラス

・　

※LS4（耐力壁の場合）　・

ラスシートの山高、山ピッチ、質量及び溶接ピッチによる区分

ステープルの形状及び寸法

リブラス

※L925TS以上（リブラスC（RC800）の場合）　・

波形ラス

※L1019JS以上（波形ラス（W700）の場合） 　・　

施工

　二層下地通気構法

　　換気口部の措置　※講ずる　・　

　直張り工法（ラスシートモルタル下地の場合）

　　建築基準法に基づく耐力壁として使用する場合のラスシートの施工

・図示による　・

材料

　せっこうボード，せっこうラスボード及び木質系セメント板の種類及び厚さ

建築基準法に基づく耐力壁の指定　・なし　　・あり

材料

　木ずり用小幅板の材種　※杉（心去り材）　・　

　　せっこうボード 種類（GB-R、GB-F、GB-D）　厚さ（9.5㎜、12.5　mm、9.5㎜）

　　せっこうラスボード　種類（GB-L）　厚さ（9.5mm）

　　木質系セメント板　　種類（ ）　厚さ（　　　mm）

・図示による（外張断熱工法で断熱材の外側に野縁を施工する形式の通気工法を行う場合）

その他のボード下地

2 せっこうボード，

こまい下地

木ずり下地

3

4

モルタル塗り5

既製目地材　・設ける　施工箇所（ ）　形状（・図示　・ ）

・設けない

床の目地

・設ける　目地割　※2㎡程度（最大目地間隔3m程度）　・

種類　　※押し目地　・

・設けない

外装タイル張り下地等の下地モルタル塗り及び下地調整塗材塗りの接着力試験

・行う　・行わない

仕上塗材仕上げ6 建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

　※Ｆ☆☆☆☆　・　

材料

・薄付け仕上塗材

(15.6.2)

(15.6.2)

(表15.6.1)(その1)

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・吹付け

・ローラー塗り

・吹付け

・可とう形外装

薄塗材E

・防水形外装薄

塗材E

・外装薄塗材S

・内装薄塗材C

・内装薄塗材L

・内装薄塗材Si

・内装薄塗材E

・内装薄塗材W

・砂壁状

・ゆず肌状

・着色骨材砂壁状

・さざ波状

・砂壁状

・ゆず肌状

・凹凸状

・さざ波状

・さざ波状

・ゆず肌状

・凹凸状

・凹凸状

・平たん状

・平たん状

・ゆず肌状

・さざ波状

・砂壁状じゅらく

・平たん状

・凹凸状

・さざ波状

・京壁状じゅらく

・ゆず肌状

・平たん状

・凹凸状

・吹付け

・ローラー塗り

・こて塗り

・吹付け

・ローラー塗り

・こて塗り

・吹付け

・ローラー塗り

・こて塗り

・吹付け

・こて塗り

・適用する・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・吹付け

・ローラー塗り

・砂壁状

・ゆず肌状

・さざ波状

・外装薄塗材Si

・可とう形外装

薄塗材Si

・外装薄塗材E

・砂壁状

・ゆず肌状

・さざ波状

・砂壁状

・ゆず肌状

・平たん状

・凹凸状

・吹付け

・ローラー塗り

・吹付け

・ローラー塗り

・こて塗り

・適用しない

・適用しない

・適用しない

・適用しない

・適用しない

・適用しない

・適用しない

・適用しない

・適用しない・適用しない

・適用しない

・適用しない

呼び名 仕上げの形状 工　法 吸放湿性 防火材料

・厚付け仕上塗材

呼び名 防火材料

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・複層塗材RE

・複層塗材Si

・複層塗材E

・複層塗材CE

仕上げの形状 工　法

・吹付け

・ローラー塗り

・ローラー塗り

・耐侯形3種

・

・耐侯形3種

・

・耐侯形3種

・

・こて塗り

・吹付け

・吹付け

・吹付け

・ローラー塗り

・凹凸状

・ゆず肌状

・凸部処理

・凹凸状

・ゆず肌状

・凸部処理

・凹凸状

・ゆず肌状

・凸部処理

・砂壁状

・平たん状

耐候性

・可とう形複層塗材CE

・防水形複層塗材CE

・防水形複層塗材RE

・防水形複層塗材E

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

・適用しない

・適用しない

・適用しない

・適用しない

・適用しない

　外装厚塗材C における上塗材がセメントスタッコ以外の場合（ ）

　外装厚塗材Si，外装厚塗材E における上塗材の適用

・適用する　・適用しない

・複層仕上塗材

・軽量骨材仕上塗材

(表15.6.1)(その3)

複合仕上げ塗材の上塗材

　樹脂　・アクリル系　・シリカ系　・ポリウレタン系　・アクリルシリコン系　・ふっ素系

　外観　・つやあり　・つやなし　・メタリック

　溶媒　・溶剤系　　・弱溶剤系　・水系

(15.6.2)(表15.6.2)

種別　・A種　・B種マスチック塗材塗り7

しっくい塗り8 下地の種類（合板、石膏ボード、モルタル塗）

・標準仕様書15.10.1による場合以外の下地への適用　（ ）

材料

・標準仕様書15.10.2(1)(ｱ)，(ｲ)による色しっくい　・適用する　・適用しない

　・

調合及び塗厚

　既調合しっくい　　※標準仕様書15.10.3(1)による　・　

　現場調合しっくい　※標準仕様書15.10.3(2)による　・　

既調合しっくいの上塗り仕上げ工法

・なで切り仕上げ　・パターン仕上げ

(15.7.2)(表15.7.1)

(15.10.1)

(15.10.2)

(15.10.3)(表15.10.1～表15.10.4)

(15.11.2)こまい壁塗り9 材料

　土壁用ののりの種類　※つのまた　・ふのり　・ぎんなんそう　・粉末海藻

　砂壁用ののりの種類　※ふのり　・つのまた　・こんにゃくのり　・にかわ

・合成高分子系混和剤

　色土の種類　・土物仕上げ（ ）　

・大津仕上げ（ ）

　色砂の種類　・天然砂と岩石の砕砂

・人工的に着色・製造したもの

調合　下塗りの調合　※標準仕様書 表15.11.2による　・　

塗厚　※標準仕様書表15.11.8による　　・　

・建築基準法に基づく耐力壁の指定がある場合

・図示による　・

工程　こまい壁　※A種　・B種

(15.11.3)

(15.11.4)

(15.11.5)(表15.11.9)

(15.11.7)土物仕上げの工法

・土物仕上げ工法

・水こね土物1工法　・水ごね土物2工法　・のりさし土物工法　・のりごね土物工法

・砂壁仕上げ工法

・切返し仕上げ工法

大津仕上げの工法

・普通大津仕上げ工法　・大津みがき工法

ちりじゃくり　・図示による　・　

ロックウールのホルムアルデヒド放散量

　※Ｆ☆☆☆☆　・　

接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※Ｆ☆☆☆☆　・　

吹付け厚さ（mm）　・図示による　・　

10 ロックウール吹付け (15.12.2)

(15.12.3)

(15.11.7)(15.11.8)

(15.11.8)

100

88

・50 ・庇差し込み式

0.35・銅板

吊子

吊子

淡路産 軒瓦･鬼瓦（指定紋）公園トイレ・火見櫓

公園倉庫・東屋・カフェ

本瓦葺

J形切落 淡路産 鬼瓦海津形（既製品）

燻し瓦

燻し瓦

9寸尺判

56版

左記の通り

・公園トイレの天井点検口 ・無着色

S46建設省告示109号の緊結方法（ガイドライン工法）同等

S46建設省告示109号の緊結方法（ガイドライン工法）同等

※公園トイレと火見櫓は大屋根に用いる。公園倉庫、東屋、カフェは瓦棟部分に用いる。

左記の通り

AutoCAD SHX Text
屋根及びとい工事

AutoCAD SHX Text
左官工事

AutoCAD SHX Text
金属工事
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※建具表による　・

・防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸について、連動させる装置等

・建具表による　・

(16.1.3)1 防火戸16

見本の製作等2

・適用しない

・適用する（ 適用箇所　・建具表による　・ ）

・行わない

特殊な建具の仮組　・行う（建具符号： ）

・行わない

建具見本の製作　　・行う（建具符号： ） (16.1.4)

(16.1.4)

(16.1.6)

4 アルミニウム製建具 性能値等（建具符号，枠の見込み寸法は建具表による）

　耐風圧性等級，気密性等級，水密性等級

　外部に面する建具の種別

※標準仕様書 表16.2.1，表16.2.2による

・A種　・B種　・C種　・D種　・E種

　　・　

・防音ドア，防音サッシとする場合　　遮音性の等級（ ・ ）

・断熱ドア，断熱サッシとする場合　　断熱性の等級（ ・ ）

表面処理

　外部に面する建具

　　種別　・BB-1種　・BB-2種

　　着色　・標準色　・特注色

　屋内の建具

　　種別　・BB-1種　・BB-2種

　　着色　・標準色　・特注色

ステンレス鋼板の種類

※SUS304，SUS430J1L又はSUS443J1　 ・　

ステンレス製くつづりの仕上げ

※ＨＬ　・

結露水の処理方法　・図示による　・　

水切り板，ぜん板　・図示による　・　

木下地の内付け建具　・適用する（建具の製造所の仕様）　・適用しない

(16.2.2)

(16.2.4)

(表14.2.1)

(表14.2.1)

(16.2.3)(16.6.3)

(16.2.4)(16.6.4)

(16.2.5)

(16.2.5)

(16.2.4)

3 防犯建物部品

5 網戸等 防虫網の材料

種　類 材　種

・防虫網

※16～18メッシュ

・

網　目

・

※0.25mm以上

線　径

・ガラス繊維入り合成樹脂製

※合成樹脂製

6 樹脂製建具 性能値等（建具符号，枠の見込み寸法は建具表による）

　耐風圧性等級，気密性等級，水密性等級

・建具表による　・

　外部に面する建具の種別

※標準仕様書 表16.3.1，表16.3.2による

・A種　・B種　・C種　・D種　・E種

　　・　

・防音ドア，防音サッシとする場合の遮音性の等級

・T-1種　・T-2種

・断熱ドア，断熱サッシとする場合の断熱性の等級

※外部に面する建具は標準仕様書 表16.3.3による

（等級・　　　　　　　）

・　

　外部に面する建具の日射熱取得性の等級　・　

ガラス　※複層ガラス　・ ・　

ステンレス製くつづりの仕上げ

※ＨＬ　・

表面色　・標準色　・特注色

水切り板，ぜん板　・図示による　・　

木下地の内付け建具　・適用する（建具の製造所の仕様）　・適用しない

7 鋼製建具

8 鋼製軽量建具

性能値等（建具符号は建具表による）

　簡易気密型ドアセットの気密性等級，水密性等級

・標準仕様書 表16.4.1による　・建具表による

・S-4　・S-5　・S-6

・耐震ドアとする場合　面内変形追随性の等級（ ・ ）

・防音ドア，防音サッシとする場合

遮音性の等級（ ・　　　　）

・断熱ドア，断熱サッシとする場合

断熱性の等級（ ・　　　　）

ステンレス鋼板の種類

※SUS304，SUS430J1L又はSUS443J1　 ・　

点検口の類のくつづりの材料　・　

鋼板類の厚さ（mm）

※標準仕様書 表16.4.2による ・

ステンレス製くつづりの仕上げ　※ＨＬ　・

標準型鋼製建具の有効内法寸法（表16.4.5による）

・適用する（建具符号、形式及び寸法は建具表による）

　外部に面する建具の耐風圧性（表16.2.1による）　

(16.4.2)

(16.3.5)(16.2.5)

(16.3.5)(16.2.5)

(16.3.4)

(16.3.4)(16.4.4)

(16.3.3)

(16.3.2)

(16.2.3)

(16.4.3)(16.6.3)

(16.4.3)

(16.4.4)

(16.4.4)

(16.4.6)

(16.5.2)

(16.5.3)

(16.5.3)

(16.5.4)

(16.5.4)(16.4.4)

(16.5.6)

性能値等（建具符号は建具表による）

　簡易気密型ドアセットの気密性等級

・A-3　・建具表による

・防音ドア、防音サッシとする場合　遮音性の等級（ ・ ）

・断熱ドア、断熱サッシとする場合　断熱性の等級（ ・ ）

・耐震ドアとする場合　面内変形追随性の等級（ ・ ）

鋼板の種類

・亜鉛めっき鋼板　・ビニル被覆鋼板　・カラー鋼板　・ステンレス鋼板

召合せ，縦小口包み板の材質　※鋼板　・　

ステンレス製くつづりの仕上げ　※ＨＬ　・

標準型鋼製軽量建具の有効内法寸法（表16.4.5による）

・適用する（建具符号，形式及び寸法は建具表による）

・ステンレス製

・建具表による　・図示による　・メーカー仕様による

鋼板の厚さ（mm）　※標準仕様書 表16.5.1による　・図示による　・ﾒｰｶｰ仕様による

・図示（※建具表　・ ）による　・　

・網入板ガラス及び線入板ガラス

・バーチカル形

・ハイリフト形

・スタンダード形

・ローヘッド形

・電動式

※バランス式

・チェーン式

セクション材料

による区分

開閉方式

による区分

収納形式

による区分
ガイドレールの材質

耐風圧

区分(Pa)

・125

・100

・75

・50

※スチールタイプ

・ファイバーグラス
タイプ

・アルミニウムタイプ

※溶融亜鉛めっき鋼板

・ステンレス鋼板

(16.14.2)

ステンレス製建具9 性能値等（建具符号は建具表による）

　耐風圧性等級，気密性等級，水密性等級

・建具表による　・

外部に面する建具の耐風圧性（表16.2.1による）

・S-4　・S-5　・S-6

・防音ドア、防音サッシとする場合　遮音性の等級（ ・ ）

・耐震ドアとする場合 面内変形追随性の等級（ ・ ）

表面仕上げ ※ＨＬ ・鏡面仕上げ　　・　

ステンレス鋼板の曲げ加工 ※普通曲げ　・角出し曲げ

ステンレス鋼板のくつづりの仕上げ　※ＨＬ ・　

ステンレス鋼板の種類 ※SUS304，SUS430J1L又はSUS443J1　・

・断熱ドア、断熱サッシとする場合　断熱性の等級（ ・ ）

木製建具10

(16.6.2)

(16.6.3)

(16.6.4)

(16.6.4)(16.4.4)

(16.6.5)

(16.7.2)

(16.7.2)

(16.7.2)(表16.7.1)

(16.7.2)(表16.7.2)

枠，くつずりの材料 ・建具表による　・

建具材の加工，組立時の含水率　　※Ａ種 ・Ｂ種

接着材のホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆ 　　・

・フラッシュ戸

表面材の合板の種類

合板の種類 備　考表面材の品質等

・普通合板

・天然木化粧合板

・特殊加工化粧合板

ファイバーボード

　（ＭＤＦ）

・ミディアムデンシティ

接着の程度

※水掛り箇所1類，その他2類以上

　・

・（ ）

接着の程度

※水掛り箇所1類，その他2類以上

　・

・（ ）

・（ ）

※水掛り箇所1類，その他2類以上

　・

板面の品質　※広葉樹1等　・　

接着の程度

表裏面の状態による区分（ ）

曲げ強さによる区分（ ）

接着剤による区分（ ）

難燃性による区分（ ）

・（ ）

　表面材の材料のホルムアルデヒド放散量

※標準仕様書16.7.2(ｲ)(a)による　・

表面板の厚さ　※表16.7.6による　・　

引戸の定規縁　・召し合せかまちをいんろう付きとする

・かまち戸

かまち樹種（ ）　鏡板樹種（ ）

見込み寸法　※36mm ・建具表による　　・　

(16.7.3)

(16.7.4)

(16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)

・ふすま

種別、工法　・Ⅰ型 ・Ⅱ型

上張り　　　・鳥の子 ・新鳥の子又はビニル紙程度

縁仕上　　　・塗り縁 ・生地縁（素地） ・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

見込み寸法　※19.5mm ・建具表による ・　

(16.7.2)(表16.7.3)(16.7.3)(表16.7.7)(16.7.4)(表16.7.10)

(16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)(16.7.4)・戸ぶすま

表面材の種類、品質等（ ）

見込み寸法　※30mm ・建具表による ・　

・紙張り障子

見込み寸法　※30mm ・建具表による ・　

(16.7.3)(表16.7.7)

金物の種類・見え掛り部の材質等建具用金物11

※標準仕様書表16.8.1及び適用（備考欄の特記事項も含め）は建具表による

　・　

金属製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

※標準仕様書表16.8.2による　・

樹脂製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

※標準仕様書表16.8.3による　・

木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

※標準仕様書表16.8.4による　・

木製建具に使用する戸車及びレール

※標準仕様書表16.8.5による　・

握り玉，レバーハンドル，押板類，クレセントの取付位置　

・建具表による　・

(16.8.2)

12 鍵

13 自動ドア開閉装置

マスターキー　・製作する ・製作しない

鍵の製作本数　※各室3本1組　・　

(16.8.4)

(16.8.3)

(16.9.2)

(16.9.2)

(16.9.2)

戸の開閉方式　・図示による　・　

自動ドア開閉装置の性能値

　駆動装置の性能

※引き戸用駆動装置の場合，標準仕様書 表16.9.1による

防錆の適用　・適用する　・適用しない

　　・　

　車椅子使用者用便房出入口の引き戸用駆動装置の性能

※標準仕様書 表16.9.2による

防錆の適用　・適用する　・適用しない

　　・　

検出装置の性能

※引き戸用検出装置の性能は標準仕様書 表16.9.3による

防錆の適用　・適用する　・適用しない

　　・　

引き戸用検出装置の種類は標準仕様書 表16.9.4による

　種類　・光線（反射）センサー　・熱線センサー　・音波センサー

・光電センサー ・電波センサー

・タッチスイッチ

（・無線式タッチスイッチ　・光電式タッチスイッチ）

・押しボタンスイッチ

・車椅子使用者便房スイッチ

（ ・大形（開・閉）押しボタンスイッチ　・非接触スイッチ）

自閉式上吊り引戸装置14

15 重量シャッター

性能

※標準仕様書表16.10.1による　・図示による

シャッターの種類　・管理用シャッター

・外壁用防火シャッター

・屋内用防火シャッター

・防煙シャッター

外壁開口部に設ける重量シャッター　耐風圧強度（　　）pa

開閉方式の種類（標準仕様書 表16.11.1）

※電動式（手動併用）　・手動式

安全装置の設置箇所

　急降下制御装置又は急降下停止装置の設置個所

・図示による　・

　障害物感知装置の設置個所　・図示による　・　

　危害防止機構の設置個所　　・図示による　・

管理用シャッターのシャッターケース

・設ける　・設けない

鋼板の種類　・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

スラット及びシャッターケース用鋼板

・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　めっきの付着量　※Z12又はF12　・　

ステンレス鋼板の種類

※SUS304，SUS430J1L又はSUS443J1　・

軽量シャッター16 開閉形式　※手動式　・電動式（手動併用）

電動式の場合の安全装置

　障害物感知装置の設置個所　・図示による　・　

スラットの材質の種類

・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

めっき付着量　※Z06又はF06　・

・JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯）

めっき付着量　※AZ90　　　　・

スラットの形状　・インターロッキング形　・オーバーラッピング形

(16.12.2)(表16.12.1)

(16.12.3)

(16.12.4)

(16.11.3)(16.6.3)

(16.11.3)

(16.11.2)

(16.10.3)

(16.11.2)

(16.11.2)

(16.11.2)

オーバーヘッドドア17 区分，材料

電動式の場合の障害物感知装置の設置箇所　・図示（ ）

(16.13.2)(16.13.3)

適用は以下によるほか，ガラスの種類，厚さの組合せは建具表及び図示による。

・フロート板ガラスの品質及び厚さの呼びによる種類

・図示（※建具表　・ ）による　・　

・型板ガラスの厚さによる種類

・図示（※建具表　・ ）による　・　

網又は線の形状、板の表面の状態、厚さの呼びによる種類

・合わせガラス

材料板ガラスの種類，厚さの組合せ，合わせガラスの合計厚さ，特性による種類

・図示（※建具表　・ ）による　・　

・強化ガラス

形状による種類，材料板ガラスの種類による名称（呼び厚を含む），特性による種類

・図示（※建具表　・ ）による　・　

・熱線吸収板ガラス

板ガラスによる種類，厚さによる種類，性能による種類

・図示（※建具表　・ ）による　・　

・複層ガラス

材料板ガラスの種類，厚さの組合せ，複層ガラスの厚さ，断熱性による区分，日射取得性及び

日射遮蔽性による区分，乾燥気体の種類

・図示（※建具表　・ ）による　・　

・熱線反射ガラス

材料板ガラスの種類，厚さによる種類，日射熱遮へい性及び耐久性による区分

・図示（※建具表　・ ）による　・　

・倍強度ガラス

材料板ガラスの種類，厚さによる種類

・図示（※建具表　・ ）による　・　

ガラス18

ガラスの留め材及び溝の大きさ (16.14.2)(16.14.3)(図16.14.1)

・シーリング材

・

※建具の製造所の仕様による

・
ステンレス製

・シーリング材

ガラス留め材 ガラス溝の大きさ(mm)建具の種類

※建具の製造所の仕様による

・
アルミニウム製

・建築用ガスケット

・

・シーリング材 ※建具の製造所の仕様による

・
鋼製及び鋼製軽量

※建具の製造所の仕様による

・
樹脂製

※グレイジングチャンネル

　・

・建築用ガスケット

・グレイジングビード

ガラスブロック積み19 材料等

色　調

・ ・

・

・

・

・

クリア

※8～15

・15～25

外側

※15以下

目地幅(mm)

曲面積み平積み乳白

呼び寸法 厚さ
（mm） （mm）

・

・図示

※6m以下ごとに10～25

表面形状

・160×160

・200×200

 　95

 　95

・

内側

※6以上
・長方形

・・

・ ・・

・

・正方形

伸縮調整目地位置(mm)

(16.14.5)

壁用金属枠及び補強材　・設ける（形状　※図示　・ ）

・設けない

力骨　材質　※ステンレス鋼(SUS 304) 　・　

寸法　※径5.5mm　・　

形状　※はしご形状複筋及び単筋　・　

化粧目地モルタルの色（ ）

シーリング材の種類　（ ）

金属製化粧カバー　材質　・ステンレス製　・アルミニウム製

寸法　・図示による　　・　

形状　・図示による　　・　

工法

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

・図示による　・

　木下地の場合の壁用金属枠の取付け間隔（ ）

　目地部の横力骨の納まり

※ガラスブロック製造所の仕様による　・図示による

(16.14.5)

耐風圧強度（800）pa以上

・カラー鋼板ｔ0.8

凍結防止措置

・適用する　・適用しない

(16.9.2)

(18.1.3)1 材料

素地ごしらえ2

18 屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

※ Ｆ☆☆☆☆　・　

・防火材料　※屋内の壁，天井仕上げは防火材料とする

・次の箇所を除き防火材料とする（箇所： ）

(18.2.2～18.2.7)(表18.2.1～表18.2.7)種別

不透明塗料塗りの場合 ※A種　・B種

※B種　・A種

下地面等 種　別

木部

亜鉛めっき鋼面

※B種　・A種

・A種　・B種

コンクリート面（DP以外）及びＡＬＣパネル面

鉄鋼面

透明塗りの場合

耐候性塗料塗り（DP）の場合

上記以外の場合 ※C種　・A種　・B種

※B種　・A種　・C種

コンクリート面（DP）の場合 ※A種　・B種

せっこうボード面及び

その他ボード面

目地：継目処理工法

目地：継目処理工法以外

※A種　・B種

※B種　・A種

モルタル面及びせっこうプラスター面

押出成形セメント板面

※B種　・A種

※B種　・A種

(18.3.2)(18.3.3)(表18.3.1～表18.3.4)種別

下地面等 錆止め塗料の種別 工程の種別

鉄鋼面

標準仕様書 表18.3.4

※A種　・B種

※A種　・B種

標準仕様書 表18.3.4

※B種　・A種

※B種　・A種

見え隠れ部分

見え掛り部分

SOP

EP-G

DP

SOP

EP-G

DP

A種

1回目 C種

2，3回目 D種

※B種　・A種

A種

1回目 C種

2，3回目 D種

※B種　・A種

※A種　・B種

※A種　・B種

※B種　・A種

※B種　・A種

SOP

EP-G

DP

SOP

EP-G

DP

亜鉛めっき
鋼面

鋼製建具等

鋼製建具以外

※A種　・B種

C種

C種

※B種　・A種

B種

B種
標準仕様書 表18.3.6

標準仕様書 表18.3.6

錆止め塗料塗り3

塗装4 種別 (18.4.1～18.12.2)(表18.4.1～表18.12.1)

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

木部屋内

木部屋外

塗　装

※B種　・A種

※B種　・A種

※A種　・B種

※B種　・A種

※B種　・A種

※B種　・A種

※B種　・A種

・A種　・B種　・C種

標準仕様書 表18.4.3

標準仕様書 表18.7.1

標準仕様書 表18.7.2

種　別

コンクリート面，モルタル面等

木部

屋内の鉄鋼面

※B種　・A種

※B種　・A種

標準仕様書 表18.8.4

標準仕様書 表18.8.2

亜鉛めっき鋼面

・ピグメントステイン塗り

・オイルステイン塗り（OS）

※B種　・A種

－

－

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

塗料の種類等

クリヤラッカー塗り（CL）

種別がA種の場合における，標準仕様書 表18.5.1の工程2

・塗料の種類（ ）

　耐候性塗料塗り（DP）

ウレタン樹脂ワニス塗り（UC）

標準仕様書 表8.10.1の工程1の着色　・適用する

オイルステイン塗り（OS）の仕様

・図示による　・

(表18.5.1)

(表18.7.2)

(表18.10.1)

(表18.11.2)

・合成樹脂調合

ペイント塗り(SOP)

・クリヤラッカー塗り(CL)

・アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD)

・耐候性塗料塗り(DP)

・つや有合成樹脂

エマルション

　ぺイント塗り(EP-G)

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP)

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)

・ステイン塗り

・木材保護塗料塗り(WP)

　　上塗り塗料の等級　鉄鋼面 （ 1 ）級

亜鉛めっき鋼面　（ 1 ）級

屋内・屋外

※マスターキーは、高槻城公園芸術文化劇場のマスターキーと関連づけること。

　木部古色塗の仕様

・柿渋、松煙、弁柄等を調合したものを用い、見本塗の承認を得て実施する。　・

AutoCAD SHX Text
建具工事

AutoCAD SHX Text
塗装工事
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高槻城公園北エリア(一期)整備工事（建築）
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NS

・

(19.3.2)(19.3.3)(表19.3.2)・タフテッドカーペット

パイル形状

・ループパイル

・カットパイル ・適用する

工法 帯電性 備考

・

・

・

・適用しない

・

・カット，ループ併用

・

・グリッパー工法

・全面接着工法

パイル長（mm）

(19.2.2)(19.3.2)(19.5.4)(19.5.5)(19.7.2)(19.9.3)

(19.2.2)(表19.2.2)

(19.2.3)

※FS（複層ビニル床シート）

厚さ（mm）

※2.0

種類の記号 色柄 備考

・

・

（19.2.2)

（19.2.3)

材料

(19.2.2)

種　類

・釘留め工法

・接着工法

(根太張り)

・釘留め工法

(直張り)

・接着工法

・

・

・

・

・

樹種工　法

・フローリングブロック1等 ・

・フローリングボード1等
・

※標準仕様書19.5.1による

・

厚さ及び大きさ

（19.7.2)

規　格種　類 防虫処理

厚さ（mm）（ ）

・行う

・行わない

表板の樹種名（ ）

板面の品質（ ）

・普通合板

・行う

・行わない

・行う

・行わない

・天然木化粧合板 化粧板の樹種名（ ）

厚さ（mm）（ ）

・特殊加工化粧合板 化粧加工の方法

・オーバーレイ　・プリント

・塗装 ・　

表面性能（ ）

厚さ（mm）（ ）

(表18.2.4)

(表18.2.5)

(表18.2.7)

(19.8.2)

(19.8.3)

(19.9.3)

※標準仕様書19.5.3による

※標準仕様書19.5.5による

・押出法ポリスチレンフォーム断熱材（スキン層なし）

・50

・

・硬質ウレタンフォーム断熱材

・フェノールフォーム断熱材

・

・

・スチレンボード断熱材

断熱材名 種類(記号)

種　類
施工箇所厚さ(mm)

19 1 接着剤 接着剤のホルムアルデヒド放散量

※Ｆ☆☆☆☆　・　

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の

ゴム床タイル用接着剤の主成分による区分

・図示による　・

下地の施工

　標準仕様書19.2.3(1)(ｱ)から(ｳ)以外の下地の工法

・図示による　・

　接合部の処理　※熱溶接工法　・　

材料ビニル床タイル3

ビニル床シート2

※KT（コンポジションビニル床タイル）・無地

・・TT（単層ビニル床タイル）

・FT（複層ビニル床タイル）

・FOA（置敷きビニル床タイル）

・FOB（薄型置敷きビニル床タイル）

種類の記号 色柄 寸法（mm） 備考

・300×300

・450×450

・500×500

※3.0

厚さ
（mm）

・

ビニル幅木

ゴム床タイル6

5

カーペット敷き7

材質　・軟質　・硬質

高さ（mm）　※60　・70　・100

厚さ（mm）　※1.5以上　・　

種類　・単層品　・複層品

色柄 （ ）

厚さ（mm）　・3.0　・4.5　・6.0　・9.0

寸法（mm）　（ ）

(19.2.2)

(19.2.2)

(19.3.2)(表19.3.1)・織じゅうたん

・適用する

備　考

・適用しない

・アキスミンスターカーペット

・ダブルフェースカーペット

・ウィルトンカーペット

・カット・ループ併用

・カットパイル

・ループパイル

パイル形状織り方 帯電性

　色柄，パイル糸の種類等

※色柄は模様のない無地のもの　種別　・A種　・B種　・C種

　　・　

　見切り，押え金物

・適用する（材質，形状等　・図示　・ ）

・適用しない

　織じゅうたんの接合方法　※ヒートボンド工法　・　

　下敷き材　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種1号　呼び厚さ8mm　・　

　下敷き材(グリッパー工法の場合)　

※JIS L 3204（反毛フェルト）の第2種1号　呼び厚さ8mm　・

　見切り、押え金物

・適用する（材質，形状等　・図示　・ ）

・適用しない

備考種類

※6.5

・

※6.5

・

※6.5

・

総厚さ（mm）

・

※500×500

・

※500×500

・

※500×500

施工箇所寸法（mm）パイル形状

※ループパイル

・カットパイル

・カット，ループ併用

・タイルカーペット

※第一種

・第二種

・第一種

・第二種

・第一種

・第二種

　見切り，押え金物　・適用する（材質，形状等　・図示　・ ）

・適用しない

タイルカーペットの敷き方　　平場 ※市松敷き　・模様流し　・

階段部分　※模様流し　・市松敷き　・　

合成樹脂塗床 合成樹脂塗床材のホルムアルデヒド放散量

※Ｆ☆☆☆☆　・　

種類 （19.4.2)(19.4.3)(表19.4.1～8)

(19.4.2)

(19.3.2)(19.3.3)

(19.3.3)

(表19.3.1)

種　類

・樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法

※平滑仕上げ

・平滑仕上げ

・防滑仕上げ

・つや消し仕上げ

・防滑仕上げ

仕上げの種類工　法

・薄膜流しのべ工法

・厚膜流しのべ工法

施工箇所

※平滑仕上げ

・厚膜型塗床材

・厚膜型塗床材

（弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系

塗床材）

（エポキシ樹脂塗

　床材）

（エポキシ樹脂塗

　床材）

・薄膜型塗床材

・

(19.2.2)4 特殊機能床 材料

・帯電防止床タイル

・視覚障害者用床タイル

・耐動荷重性床シート

・防滑性床タイル

種 類 性能 厚さ，寸法，形状（mm）

・帯電防止床シート

－

－

－

－

厚さ：

厚さ：

形状：

寸法： 厚さ：

寸法： 厚さ：

シート・タイル種別

8

フローリング張り9 フローリングのホルムアルデヒド放散量

※標準仕様書19.5.2(2)による　・

単層フローリング

（19.5.2)

（19.5.2～19.5.5)

複合フローリング

種　類

（19.5.2～19.5.5)

樹種

(根太張り)

・釘留め工法

(直張り)

・釘留め工法

・接着工法

工　法

（天然木化粧）

・ 複合フローリング

・

・

・

厚さ及び大きさ

※標準仕様書19.5.2による

・A種　・B種　・C種

・A種　・B種　・C種

・A種　・B種　・C種

※標準仕様書19.5.4による

※標準仕様書19.5.6による

接着工法の場合の不陸緩衝材　※合成樹脂発泡シート　・　 （19.5.5)

畳敷き10 種別

・A種　・B種　・C種　・D種（畳床：・KT-Ⅰ ・KT-Ⅱ ・KT-Ⅲ ・KT-K ・KT-N）

(19.6.2)(表19.6.1)

・衝撃緩和型畳

畳表（JIS A 5902）　・C1　・C2

材料せっこうボード，

その他ボード及び

合板張り

11

・3　・7　・9　・12　・

・無研磨板

（・スタンダード　・テンパード）

・研磨板

（・スタンダード　・テンパード）

・2.5　・3.5　・5　・7
繊維板

・15　・20　・25　・

・15　・20　・25　・

・15　・20　・25　・

ﾀｲﾌﾟ2（無石綿）　・6　・8　・12

規格名称 種　類 厚さ（mm）

・12　・15　・18　・21　・

・30　・

木質系セメント板

（VSボード）
・ ・

繊維強化セメント板

火山性ガラス質複層板

・内装用　・外装用

・2.5　・3.5　・5　・7

A級

（・天井仕上 ・内装仕上 ・ 　）

・9　・12　・15　・18

・無研磨板　・研磨板

・単板オーバーレイ

・プラスチックオーバーレイ

・塗装

・10　・12

・フラットタイプ

（・9（不燃）・12（不燃） ・ ）

・凹凸タイプ

（・9（不燃）・12（不燃） ・ ）

パーティクルボード

・25　・

・25（ガラスクロス包）　・

・12.5（不燃）・15（不燃）・

吸音材料

・化粧無（下地張り用）

・化粧有（トラバーチン模様）

・12.5（不燃）　・15（不燃）

・9.5　・

・9.5（不燃）　・

・9.5（準不燃）

模様（・柾目　・板目）

専用下地材有り

せっこうボード製品

（19.7.2)(表19.7.1)

天井のボードの重ね張りの張り付け方法（ロックウール吸音板を除く）

（ ）

せっこうボードの目地工法

　種類

　せっこうボードのエッジの種類（突付け工法，目透し工法の場合）

ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

ボード表面への化粧張仕上げの有無

・有り（種類： ）　・　

※Ｆ☆☆☆☆　・　

(19.7.3)

(19.7.3)

・図示（仕上げ表）による　・継目処理工法

ファイバーボード（MDF）

・ハードボード（化粧）

・ハードボード（素地）

・ミディアムデンシティ

・中質木毛セメント板

・普通木毛セメント板

・硬質木片セメント板

・普通木片セメント板

・硬質木毛セメント板

・火山性ガラス質複層板

・インシュレーションボード

・化粧パーティクルボード

・単板張りパーティクルボード

・ロックウール化粧吸音板

・グラスウール吸音ボード32K

・ロックウール吸音ボード1号

・せっこうボード

・不燃積層せっこうボード

・シージングせっこうボード

・強化せっこうボード

・せっこうラスボード

・化粧せっこうボード

（トラバーチン模様）

・化粧せっこうボード（木目）

材料

合板のホルムアルデヒド放散量

※標準仕様書19.7.2(2)(ｲ)のいずれかによる

　・

合板の張付け　・A種　・B種 (19.7.3)(表19.7.3)

ホルムアルデヒド放散量壁紙張り12

※Ｆ☆☆☆☆　・　

種類

・不燃　・準不燃　・難燃

備考

壁紙の種類

紙 繊維 無機質

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

その他

・

・

・

・

防火性能プラス 塩化
チック ビニル

施工箇所

施工

モルタル面及びプラスター面の吸込止めの塗布等の素地ごしらえ　※B種　・A種

コンクリート面の吸込止めの塗布等の素地ごしらえ ※B種　・A種

　せっこうボード面の素地ごしらえ及び

　けい酸カルシウム板面の吸込止めの塗布等の素地ごしらえ ※B種　・A種

・断熱材打込み工法断熱材13

・断熱材現場発泡工法
　　断熱材の種類　　　※A種1 ・A種1H　・

  　施工箇所　　　　　・図示による　・

(19.9.4)

備　考施工箇所 寸法(mm) 高さ(mm) 耐震性能 所定荷重 表面仕上げ材

(20.2.2)

構　造

6

移動間仕切3

・36未満

・36以上

・焼付塗装

・壁紙張り

・

(20.2.4)

仕上げ

・部分電動式

・手動式

・電動式 ・

・鋼板

・

・プッシュ式

・ハンドル式

圧縮装置の操作方法操作方法による種類
パネル表面材

材質 (dB/500Hz)

遮音性

ハンガーレールの取付け下地の補強

・標準仕様書20.2.4(3)(ｳ)による　・図示による

パネルをランナーに取り付ける部品

・標準仕様書20.2.4(3)(ｴ)による　・図示による

ハンガーレール

・標準仕様書20.2.4(3)(ｵ)による　・図示による

ランナー

・標準仕様書20.2.4(3)(ｶ)による　・図示による

あと施工アンカー

・使用する　種類： 材質： 寸法：

・使用しない

材料等

20 1 フリーアクセスフロア 材料等

・支柱調整式

・置敷式

・500×500・ ・1.0G

・0.6G・

・3,000N

・5,000N ・タイルカーペット

・帯電防止床タイル

・

帯電防止性能　・U値（クラス1）　・U値（クラス2）

漏えい抵抗　　・R≧1×10 Ω　 　・　

耐荷重性能，耐衝撃性能，ローリングロード性能，耐燃焼性能の試験方法

※標準仕様書20.2.2(2)(ｲ)による　・

寸法精度

※標準仕様書20.2.2(2)(ｵ)による　・

材料等可動間仕切2

構成基材の種類

・0

・12

・20

・28

・36

遮音性能

(dB/500Hz)
パネル表面仕上げ構造形式による種類

スタッド パネル

・メラミン樹脂焼付又はアクリル

樹脂焼付け

・壁紙張り

・スタッド式（内蔵）

・スタッド式（露出）

・スタッドパネル式

・パネル式

(20.2.3)

パネル内に取付ける建具 ・あり（寸法及び形状 ・図示　・ ）

・なし

パネルの材料のホルムアルデヒド放散量

※Ｆ☆☆☆☆　・　

材料等トイレブース4

脚部の種類 ドアエッジの材質パネル表面材の材質

※幅木タイプ

・・ポリエステル樹脂系化粧板

・メラミン樹脂系化粧板

・ ・ステンレス製

・表面材と同材

・アルミニウム製

※製造所の仕様による

パネル材料のホルムアルデヒド放散量

※Ｆ☆☆☆☆　・　

(20.2.5)

・10　・12　・15　・18　・9

・図示による　・スクェアエッジ　・アルミ製廻縁

フェノールフォームを使用した断熱材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量
※Ｆ☆☆☆☆　・　

・ロックウール　（・24K　・32K）

作業員詰所

工法

　伸縮調整目地　材種　・図示による　・　

厚さ　・図示による　・　

　目塗り ・図示による　・

　積み方 ※谷積み ・布積み

(20.4.3)

5 手すり (20.2.7)

6

材　種 取付け工法形　状 寸法（mm）

・黄銅製押出型材

・アルミニウム製押出型材

※接着工法

・埋込み工法・

・ひも型

・タイヤ型

・

材料の種類　・　樹脂　TOTO:腰掛便器用手すり　L型　T112CL10＃NW1　同等品

仕上げ ・ 樹脂

材料等

・ステンレス製（SUS 304）

階段滑り止め

黒板及び ・黒板7

ホワイトボード 区分　※焼付け　・

種類　・鋼製黒板　・ほうろう黒板

・ホワイトボード　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(20.2.9)

(20.2.7)

(20.2.9)

(20.2.10)
鏡8

寸法（mm）　・図示による　・　

厚さ（mm）　※5 ・　

・衝突防止表示表示9

形状，寸法（ ・30φ ・ ）

　　材質　　　（ ・ステンレス製　　・ ）

・非常用進入口等の表示等

※消防法に適合する市販品　・

室名札，ピクトグラフ，案内板等の形状寸法材質色，書体，印刷等の種別，取付け形式

・図示による　・

(20.2.11)

(20.2.11)

タラップ10 材料の種類　※ステンレス製　・　

仕上げ ※研磨等の仕上げを行わない　・

(20.2.12)

(20.2.13)煙突用成形ライニング材

　適用安全使用温度　・ ℃

工法　　（ ）

煙突ライニング11

12 ブラインド 材料等

・横形ブラインド

種類 ※ギア式 ・コード式 ・操作棒式

幅，高さ ・図示による ・

スラットの幅　※ 25mm ・　

　材質

スラット ※アルミニウム合金製　・

ヘッドボックス　※鋼製　・

　　ボトムレール　　※鋼製　・

・縦形ブラインド

幅，高さ　・図示による　・

開閉方式　・片開き　・両開き

操作方法　※2本操作コード方式　・1本操作コード方式

スラットの材質　・焼付け塗装仕上げのアルミスラット

・消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工クロススラット

スラットの幅　（ ）mm

(20.2.12)

材料等ロールスクリーン13 (20.2.15)

・

取付箇所

・図示

・

・図示

・

・電動式

・スプリング式

・チェーン式

材　種

・ポリエステル ・

品　質 操作方式 幅，高さ

　巻取りパイプ，ウェイトバー，操作コード又は操作チェーンその他の材料

※製造所の仕様による　・

材料等カーテン14 (20.2.16)(表20.2.1)

・シングル

・ダブル

形　式

・片引き

・引分け ・ひも引き

・手引き

・電動

ひだの種類 取付箇所

・

開閉操作 備　考
品質，特殊加工等

・図示

生地の種別，

（三つ山ひだ，二つ

山ひだ）

（暗幕）

・つまみひだ

・箱ひだ，片ひだ

・プレーンひだ

　暗幕用カーテンの両端、上部及び召合せの重なり　※300mm以上　・　

(20.2.16)材料等

レール及びブランケットの強さによる区分　※10-90　・

レールの材料による区分　※アルミニウム及びアルミニウム合金の押出し成型材

・ステンレス製

レールの仕上げ　※アルマイト　・

カーテンレール15

カーテン付属物　フック（ひるかん）　※鋼製　・樹脂製

補強鉄線の径及び網目寸法　・図示による　・　プレキャスト

コンクリート

16 (20.3.2)

製作

コンクリートの設計基準強度

※水セメント比55％以下，単位セメント量の最小値300kg/㎡を満足する調合強度

・図示による

　配筋

・図示による

取付け方法

(20.3.3)

・図示による　・ (20.3.4)

17 間知石及びコンクリ

ート間知ブロック積

み積み

材料等 (20.4.2)

備　考

・間知石

・Ａ

・Ｂ

・花こう岩

・凝灰岩

・コンクリート間知ブロック

質量区分種　類材　種

－

材　料

－

－

・ ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ100

・防炎

・遮光

取付箇所　（公園トイレ　WWC、MWC）TOTO:YM3580FC（耐食鏡　角型面取）同等品

厚さ：2.5㎜

・エポキシ防塵塗床 ABC商会　ケミクリートE　薄膜流しのべ工法同等品（配膳ｺｰﾅｰ）

・12.5（不燃）　・9.5

　　吹付け厚さ（mm）　・25 ・30 ・50

・化粧けい酸カルシウム板

レールの形状 ※角形　・吊りｶｰﾃﾝﾚｰﾙ　・直付

・ﾀｷﾛﾝｼｰｱｲ　ﾈｵｾｰﾌ抗菌25　厚さ：2.5㎜

・超重歩行特殊防滑性ﾋﾞﾆﾙｼｰﾄ

防滑仕様

・9.5（不燃）幅440mm程度

サンゲツ（株）
RE55228同等品

屋根（カフェ）

（公園トイレ　WWCパウダーカウンター）TOTO:MMA1A1100A0900W（2方フレーム）同等品　

※セーフティシール　EA983G-71同等品

東リ　ロイヤルストン

（同等品）

（公園トイレ　WWC、MWC　姿見）TOTO:全身鏡YMK50K　同等品　

（公園倉庫　トイレ手洗い）TOTO:YM3580FC（耐食鏡　角型面取）同等品　

　　　 　 　　　TOTO:小便器用手すり　T112CU22＃NW1　同等品

TOTO:カウンター用手すり　M268N＃NW1　同等品

・50 壁（公園倉庫、カフェ）

・ロックウール　（・24K　・32K） ・100 天井（公園倉庫・詰所）

・ドマフォーム　（同等品） ・50 床下（詰所、カフェ）

（公園トイレHWC、カフェHWC）TOTO:YM6090A（一般鏡　角型面取）同等品　

AutoCAD SHX Text
内装工事

AutoCAD SHX Text
ユニット及びその他の工事



特記仕様書-７

高槻城公園北エリア(一期)整備工事（建築）

７２
Ａ－０１－７

NS

ブラインドボックス

及び

カーテンボックス

18 溝幅×深さ（mm）

・90×150　・120×80　・120×150　・150×80　・図示による

・アルミニウム製　押出し型材（市販品）

種別（標準仕様書表14.2.1）　・BC-1種　・BC-2種

色合い　・標準色（ ）　・特注色（ ）

・鋼製（仕上げ： ）

・

・一般形

・600×600

・

外　枠 内　枠

・額縁タイプ

・目地タイプ

・額縁タイプ

・目地タイプ

・450×450・アルミニウム製 ・屋内外用

・屋内用

形　式材　種 寸　法

・

・鋼製

・ステンレス製

寸　法

・一般形

・600×600

・

・450×450

・密閉形

・アルミニウム製 ・鍵付き・屋内外用

・屋内用

備　考形　式材　種

・

・垂直方法

・水平方向

・耐火型

・非耐火型・

・完全（全貫通型） ・有り

・無し

備　考防水性能耐火性能タイプ方　向

目地材

目　地 内　壁 外　壁

目地寸法（mm）

・シーリング材（見え掛かり部のみ）

・シーリング材（内外とも）

・シーリング材（見え掛り部のみ）

・

・ ・

・幅20×深さ10 ・幅20×深さ10

・流し台

・コンロ台

・つり戸棚

・水切り

・600

・900

・900

・600

・550

・600

・650

・550

・600

・650

・400

・800

・850

・620

・670

・500

・700

TOTO　KTCS182SL2GSFANN1￥（同等品）

トラップ付き

天板ステンレス製

天板ステンレス製

市販品

市販品

市販品

バックガード有り

ステンレス製

・1段式　・

材　種
Ｗ Ｄ Ｈ

備　考
寸　法（mm）

・1,200

・1,500

・1,820

・1,820

・1,200

－ －

天井点検口19

床点検口20

耐震スリット21

目地

目地材の材質は標準仕様書表9.7.2による

形式 ・差込式　・据置式　・壁張り式止水板22

エキスパンション23 材　種

・ステンレス製

・アルミニウム製

クリアランス

・50 ・100

・150　　 ・　

・有り（ ）

・無し

耐火性能 備　考

ジョイント金物

外部は防水型とする

材　種 備　考

・塩化ビニル又はゴム製

・硬質アルミニウム合金製 ・硬質アルミニウム合金

・

受　け　枠

・ステンレス鋼（SUS 304）

・ステンレス鋼（SUS 304）製

24

流し台ユニット25

品質・性能　JIS A 4420による

形状 ※図示による　・

・アルミニウム合金製

材　質 備　考

・埋込み式

・ロープ式 ・ベース式

・バンド式

・ハンドル式

操作方法 固定方法

・同一断面型

・テーパー型

形　式 高さ（m）

材　種 柱径・肉厚（mm） 高さ（mm）

・ステンレス製

・　 ・　

・標準品

・スプリング式

形　式

・

旗竿26

旗竿受金物27

28

材種　・ステンレス製（SUS 304）　・　

フェンス29 フェンスの種類　・ビニル被覆エキスパンドフェンス

・樹脂塗装メッシュフェンス

・アルミフェンス

・4種　・5種　・6種　・

・1種　・2種　・3種JIS S 1039による

耐荷量による種類規格等種　類

・鋼製書架

・鋼製物品棚

30 鋼製書架及び物品棚

高さ ・図示による　・

屋内掲示板31

洗面カウンター32

防煙垂れ壁33 ・固定式

奥行き（mm）　・約450　・約600

材種 ・TOTO:マーブライトカウンター　同等品　・人工大理石

表面の材質　※塩ビ発泡シート張り　・　

枠の材質　　※アルミニウム製

・線入り磨き板ガラス

※網入り磨き板ガラス

・

※6.8 アルミ製枠付き

・

※500

材　質 厚さ（mm） 高さ（mm） 備　考

材質　・集成材（仕上げ：EP-G　）

泥落としマット

・EVA樹脂

車止め支柱

・落とし込み式 114.3φ・t3.0

・固定式 ・標準品 ・スチール製 114.3φ・t4.5

・図示による

・図示による

・可動式

（巻取り型）

※不燃布

（不燃認定品） ※固定式（壁埋込み型）

ガイドレール※500

・800

種　類 材　質 高さ（mm） 備　考

・回転降下式 鋼板製又はアルミ製

※天井材張り

表面仕上げ※500

・800

・垂直降下式

降下機構　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込み型）

合板，集成材，MDF，パーティクルボード等のホルムアルデヒド放散量

材質形状・寸法　※図示による　・　

※F☆☆☆☆　・　

34 収納家具・下足箱

屋外掲示板35 照明器具　※有り　・無し

施錠 ※有り　・無し

敷地境界石標36 種類　※コンクリートブロック製（市販品）

・花こう石類（文字記号等入り）

37 消火器ボックス　

38 ミニキッチン

39

40

ｴﾌﾟﾛﾝ掛け

20

・目隠しフェンス

・防音フェンス

・据置きタイプ（ナカ工業：NH-1971　同等品）※指定色または黒色

・芝，地被類

　通路　※A種　・図示による

・舗石舗装 (22.8.2)(22.8.3)

種　類 厚さ（mm）

・ ・

・80

・

・コンクリート舗装

(※70　・　)

(※50　・　)

基層(mm)

・

・小舗石（花崗岩）

・アスファルト混合物

形状，寸法 割付け

・図示・図示

クッション材　・砂　・空練モルタル

舗石の割付け　・図示による　・　

仕上がり面の平たん性　※コンクリート平板間の段差3mm以内　・　

(22.8.2)

(22.8.4)

(22.8.2)

種別

　建築物周囲その他　※B種　・図示による（ ）　・　

砂利敷き8 (22.9.2)(表22.9.1)

幹巻き用材料

1 植栽地の確認等 (23.1.3)

・適用する

・適用する

・適用しない

土壌改良材有効土層の厚さ（cm）

・

※20

・

・葉張り部分

・植栽部分

・図示

・

・植栽部分

・図示

・

工　法植　栽

・樹木

(23.2.2)(表23.2.1)(表23.2.2)

整備範囲（面積）

※A種

・B種

・C種

・D種

※B種

樹高12m以上

樹高7m以上～12m未満

樹高3m以上～7m未満

樹高3m未満

（※100　・120　・150）

（※50　・60）

（※60　・80）

（※80　・100）

植栽基盤の整備2

23 土壌の水素イオン濃度指数（pH）試験　・行う　・行わない

電気伝導度（EC）の試験 ・行う　・行わない

整備内容

植栽基盤の排水設備（暗きょ，開きょ，排水層縦穴排水等）　

・設ける（ ※図示　・ ）　・設けない

(23.2.2)

(23.2.3)・現場発生土の良質土　・客土植込み用土3

土壌改良材4 種類，指定量

・バーク堆肥

施工箇所　・植栽範囲　・図示による

指定量　植栽基盤面積1㎡あたり（・　　L　・ ）

・汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト）

施工箇所　・植栽範囲　・図示による

指定量　植栽基盤面積1㎡あたり（・　　L　・ ）

(23.2.3)(23.2.4)

樹種，寸法，株立数　・図示による　・　

刈込みものの適用　　・適用する（数量： ）　・適用しない

樹木5 (23.3.2)

支柱材の種類　※丸太（間伐材） ・真竹 ・

防腐処理方法　※加圧式防腐処理丸太材　・　

支柱6 (23.3.2)

形式

・添え柱形　・鳥居形 ・八ツ掛け形 ・図示

・布掛け形　・ワイヤ掛け形　・地下埋設形

(23.3.3)

材料　※幹巻き用テープ　・わら　・こも

種類　※コウライシバ　・ノシバ

芝張りの工法

　平地　※目地張り　・べた張り

　法面　・目地張り　※べた張り

(23.3.2)

(23.4.2)

(23.4.3)

芝8

7

種類等吹付けは種9

・

備　考

※洋芝類

種子の種類 種子の量（g/㎡)

(23.4.2)

地被類10 種類等

径

・・

・図示 ・ ・

植物の種類 単位面積当たりの株数芽立数

・

・

(23.4.2)

新植樹木の枯補償の期間（芝張り，吹付けは種及び地被類を含む）

※引渡しの日から2年　・ ・無し

移植樹木の枯損処置を行う期間

(23.3.4)(23.4.7)

(23.5.2)(23.5.3)植栽基盤及び材料

・屋上緑化システム

土壌層の厚さ　・図示による  ・

排水層　　    ・軽量骨材（層の厚さ： ）　・板状成形品

植込み用土　　※改良土　・人口軽量土

・屋上緑化軽量システム

樹木，芝及び地被類

　樹種，寸法，株立数　・図示による　・　

(23.3.6)

・引渡しの日から1年　・ ・無し

　刈込みものの適用　　・適用する（数量： ）　・適用しない

　見切り材，舗装材，水抜き管，マルチング材等

・図示による　・

12 屋上緑化

芝等の枯保証

新植，移植樹木，11

(23.5.3)

(23.5.3)

(23.5.4)

(23.5.4)

(23.5.4)　かん水装置　・設置する（種類　・図示 ・ ）

　支柱 ・設置する（形式　・図示 ・ ）

・図示による　・

　平成12年建設省告示第1458号に基づく風圧力に対応した工法

工法

・図示

(22.8.2)(22.8.3)・インターロッキングブロック舗装

インターロッキングブロックの割付け　・図示による　・

仕上がり面の平たん性　※コンクリート平板間の段差3mm以内　・　

※普通ブロック（N）

・透水性ブロック（P）

車路

歩行者用通路

・保水性ブロック（M）

・標準品

・

※5.0　・

※3.0　・

※80　・・図示

種　類 部　位
形状，

寸法

厚さ

（mm）

曲げ強度

（N/mm ） 加工等

色彩，表面
2

(22.8.4)

(22.8.2)

※60　・80

※通行の支障となる水たまりを生じない程度　・

・現場打ちの場合の鉄筋　種類の記号　※SD295　・

凍上抑制層に用いる材料　・　

　砂を用いる場合の粒度試験　・行う　・行わない

埋戻し土5 (21.2.1)

(21.3.1)

(21.3.1)

※B種（標準仕様書表3.2.1）　・

透水性6

アスファルト舗装 材料

・ストレートアスファルト

舗装の構成　※図示による　・　

試験

　開粒度アスファルト混合物等の抽出試験　・行う　　・行わない

(22.7.2)

(22.7.2)舗装の平たん性　※著しい不陸がないもの　　・　

(22.1.3)(22.7.3)

(22.7.6)

アスファルト　※再生アスファルト（・60～80　・80～100）

(22.1.3)(22.2.2)(22.2.3)22 1 路床 路床の材料

※再生クラッシャラン　・クラッシャラン

・砂

標準仕様書 表3.2.1により

・A種　・B種　・C種　・D種

・

・図示

・切込み砂利

・凍上抑制層

厚　さ　(mm)材　料種　別

・

・図示・盛土

透水性舗装に用いるフィルター層の厚さ　・図示による　・　

路床安定処理　・適用する　・適用しない (22.2.2)(22.2.3)

(表22.2.1)　安定処理の方法　・置き換え工法　・安定処理工法

　添加材料

　　種類　・普通ポルトランドセメント　・高炉セメントB種

・フライアッシュセメントB種

・生石灰（・特号　・1号） ・消石灰（・特号　・1号）

　　添加量を定めるために用いるCBR（ ）

試験

　　路床土の支持力比（CBR）試験 　　・行う　・行わない

　　路床締固め度の試験（現場密度）　・行う　・行わない

　　現場CBR 試験 ・行う　・行わない

(22.2.5)

(22.2.4)

路盤2 路盤の厚さ　・図示による　・　

路盤材料　※再生クラッシャラン　・クラッシャラン ・粒度調整砕石

・粒度調整鉄鋼スラグ　・水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

アスファルト舗装の構成及び厚さ　※図示による　・

材料

アスファルト　・再生アスファルト（・60～80　・80～100）

・ストレートアスファルト

アスファルト舗装3

加熱アスファルト混合物の種類

種　類

・細粒度アスファルト混合物(13)

・一般地域

・寒冷地域

地　域区　分

・密粒度アスファルト混合物(13)

・密粒度アスファルト混合物(13F)

表層

　(22.4.4)(表22.4.4)

(22.4.2)

(22.3.2)

(表22.3.1)

試験

アスファルト混合物等の抽出試験　・行う　・行わない

舗装の平たん性　※通行の支障となる水たまりを生じない程度　・　

コンクリート舗装4

舗装の種類

歩行者用通路

車路及び駐車場

コンクリート舗装の厚さ

・図示　・

・図示　・

コンクリート舗装

部　位

※70　・図示

厚　さ　(mm)構　成

(22.5.2)

・図示　・

材料

コンクリート　※標準仕様書表22.5.1による　・図示による

　注入目地材料 ※低弾性タイプ　・高弾性タイプ

　早強ポルトランドセメント　・使用する ・使用しない

施工：目地

舗装の平たん性

　舗装の平たん性　　※通行の支障となる水たまりを生じない程度　・

　種類，間隔，構造　※標準仕様書表22.5.3及び図22.5.1による　　・図示による

(22.5.3

(22.5.4)

(22.5.2)

カラー舗装5 ・加熱系カラー舗装

構成・厚さ　・図示による　・

表層に用いる加熱系混合物の結合材

・アスファルト混合物

・石油樹脂系混合物　顔料の添加量（ ％）

　加熱系混合物に添加する材料

・着色骨材（ ）　・自然石（ ）

アスファルト混合物の抽出試験 ・行う　・行わない

(22.6.2)(22.6.3)(22.6.4)(表22.6.1)

(22.6.6)

(22.6.2)(22.6.3)(22.6.4)(表22.6.1)・常温系カラー舗装

工法　　　　　・ニート工法　　　　・塗布工法

着色部の下部　・アスファルト舗装　・コンクリート舗装

ニート工法及び塗布工法の配合等　　・　

舗装の平たん性 (22.6.6)

・焼成ブロック舗装ブロック系舗装7 (22.8.2)(22.8.3)

※普通平板（N）

・保水性平板（M）

・透水性平板（P）

種　類 寸法（mm） 厚さ（mm） 目地材

・モルタル・80・180角

・300角 ※60 ・砂

クッション材　・砂　・空練モルタル

仕上がり面の平たん性　※焼成ブロック間の段差3mm以内　・　

(22.8.2)

(22.8.2)

・再生粒度調整砕石 ・クラッシャラン鉄鋼スラグ

砂利地業に用いる材料

砂地業の材料

・シルト　・山砂　・川砂　・砕砂

・再生クラッシャラン　・切込砂利　・切込砕石

(21.3.1)

砂利地業の厚さ　※100（mm）　・図示による

・現場打ちの場合のコンクリート材料

※普通コンクリート　・

　　設計基準強度　※18N/mm　・　

スランプ ※ 15cm又は18cm　・

(21.3.1)

(21.3.1)

(21.3.2)

2

21 屋外雨水排水1 排水管用材料

・遠心力鉄筋コンクリート管

材　種

・Ｂ形管

・

形　状 呼び径 備　考

・図示　・

・図示　・

外圧管（1種）

・RS－VU

・図示　・・VP・硬質ポリ塩化ビニル管

・VU

・図示　・

・硬質ポリ塩化ビニル管継手 ・図示　・・DV

・図示　・・VU継手

種類・記号

(21.2.1)(表21.2.1)

基床の厚さ及び種類　・図示による　・　

硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料　※接着剤　・ゴム輪

側塊の形状及び寸法　・図示による　・　

排水桝の種類 ・図示による　・

砂地業に用いる材料

・シルト　・山砂　・川砂　・砕砂

砂利地業に用いる材料

・再生クラッシャラン　・切込砂利　・切込砕石

・現場打ちの場合のコンクリート材料

※普通コンクリート　・
2　　設計基準強度　※18N/mm　・　

スランプ ※15cm又は18cm　・

・現場打ちの場合の鉄筋　種類の記号　※SD295　・

凍上抑制層に用いる材料　・　

　砂を用いる場合の粒度試験　・行う　・行わない

(21.2.2)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.2)

(21.2.2)・標準仕様書21.2.2(6)(ｵ)の排水桝を現場打ちとする場合の足掛け金物

・幅400mm，径22mmのステンレス製

・径22mmの防錆処理を行った鋼製

・径19mmの成樹脂被覆加工を行ったもの

鋳鉄製ふた2

・ 

名　称 種　類 鍵

左記以外の品質等は

備　考適用荷重

鋳鉄製マン

ホールふた （公社）空気調和衛

生工学会SHASE-S209

による

・簡易密閉形（パッキン式）

・密閉形（テーパ・パッキン式）

・水封形

・中ふた付き密閉形（テーパ・パッ

・有り

・無し

キン式）

・

・T－2用

・T－6用

・T－20用

種類 (21.2.1)

材料等グレーチング3 (21.2.1)

・

・

ボルト固定

ボルト固定

・受枠付き，

・受枠付き，

・鋼製

製

・ステンレス

材　質 形　式

材料4 (21.3.1)(表21.3.1)

・縁石

・Ｌ形側溝

・Ｕ形側溝

・Ｕ形側溝ふた

・

・図示　・　

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

種　類 形状，寸法

街きょ，縁石，側溝

－

－

・

・

用　途

・U字溝用

・U字溝用

・溝ふた（側溝用）

・桝ふた用

・溝ふた（側溝用）

・溝ふた（横断用）

・桝ふた用

・溝ふた（横断用）

・T－20用

・T－6用

・T－2用

・T－14用

・歩行用

・T－6用

・T－2用

・T－14用

・歩行用

適用荷重

・

・

・

・

・凹凸形

・平形

・（　　）

・（　　）・細目

・細目

※普通目

上面形状
(付着量)

亜鉛めっき

ピッチ

メインバー

・T－25用

・凹凸形

・凹凸形

ペーパーホルダー

41 オートディスペンサー ・消毒液用　サラヤ：MD-450-GL　同等品

42

43

44

銘板

郵便受け

ゴミ置場

施工箇所　・図示による　・　打継部

45 フック（傘用）

・適用しない

（ﾊﾞｰｸ堆肥）

・消火器（10型）

46 フック（杖用）

47 大型ベッド（HWC）

48 ベビーシート（WC）

49 ベビーチェア（WC）

・ピクトサイン

・触知案内板

・ TOTO：YKH22　同等品

・ エムズジャパン：371606　同等品

・ TOTO：収納式多目的シートEWC520ARN　同等品

・ TOTO：YKA25N　同等品

・ TOTO：YKA16S（コーナー設置タイプ）、YKA15S（平面設置タイプ）　同等品

50 幼児用補助便座（WC） ・ TOTO：TC51　同等品

51 幼児用便座繋ぎ（WC） ・ 日本緑十字社：鎖J　308080（SUS製電解研磨処理　L=1.0ｍ）　同等品

52 ・

53 幼児用汚垂石（WC） ・ TOTO：ハイドロセラフロアPU薄型キッズ　同等品

汚垂石（WC） TOTO：ハイドロセラフロアPU薄型690　同等品

AutoCAD SHX Text
ユニット及びその他の工事（続き）

AutoCAD SHX Text
植栽及び屋上緑化工事

AutoCAD SHX Text
舗装工事

AutoCAD SHX Text
排水工事
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章 章項 目 特 記 事 項 項 目 特 記 事 項
別紙（１） 別紙（3）

4 1. 提出と保管 近隣家屋等施設平面図
1. 総則

所有者 印　家　屋　番　号調1 に隣接した、家屋等の状態を的確に把握し、被害の また、１部は受注者において保管しておく。
立会者 印　

査 平成　年　月　日保管は厳重に管理して、扱いには注意する。申し立てがあった場合に、判定の礎資料とする 調査年月日
調査員 印　

ものである。従って、調査は入念に行うこと。一 報 なお、原図・フィルム等は最終補償完了まで、 建物所在地
受注者で保管し、完了後本市に提出する。告 家屋番号建物所有者住所般 2. 調査 調査は家屋に立入って行うものであるから、調査の

居住者氏名所有者氏名書事前に家屋等の所有者及び居住者に調査日時、調査内容事 上記報告書は、次の順序に整理し、家屋ごとに口取り紙を2. 整　　理
調査日○○造 ○○葺 ○○外壁 ○○階建構造付け家屋番号を記入する。また、表紙は次の図のとおり項 などを通知して、承諾を受けて行う。また、調査時点に

面積 m2　　延 m2とする。 建物概要
縮尺おける家屋等の状態について、相手方の確認を受ける。 用途 営業近隣家屋等調査報告書（１）目次

建築年月 　　年　　月 経過年数 年
○ ○　○ 工　事
○

○（２）近隣家屋等配置図 ○ 室名 床 腰 壁 天井 建具 柱○ 近隣家屋等調査
工○調査員は、服装及び言動に注意して、相手方に不快や3. 調査員

（３）事前調査書 ○事 報　告　書
○ 家屋番号不安感をあたえないようにする。

○ ～　○（４）変状箇所報告書
調査員は、2級建築士以上の資格保有者とする。 全○冊の内第○冊

（５）写真

○
～

○

○○建設

内部仕上（６）家屋平面図4. 調査範囲
家屋番号

配置図の作成3. 近隣家屋等は配置図は、縮尺1/600程度とし、図中に調査
写真機は、ストロボ又はフラッシュ装置付きの1. 写真撮影

の実施状況（通知日・調査日・確認日等）及び家屋番号ものを使用し、撮影に当たっては、図示に示す形状、
を記入する。

（注）　傾斜測定位置をアイウ・・・・で明示の上測定値を記入のこと。寸法の黒板に必要事項を記入のうえ、写真に写し込む。 　門柱、門扉、塀、
付帯施設4. 家屋別に、別紙（１）に必要事項を記入する。事前調査書の作成 犬走り、井戸等 位置

日　　付 平成　年　月　日 ア イ ウ エ オ カ キ ク
側2 ※摘要欄には、クラックの幅、長さ、家屋番号 その他特記事項

変状箇所報告書5. 家屋別に、別紙（２）に記入する。写真番号 建具の透き間等の観測される状態 東傾斜測場　　所 ＝50ｃｍ の作成 １.立会者とは建物等の所有者又は利害関係人をいい、調査員は請負者の調査員を調 及び参考事項を記入する。 定値摘 いう。
西査 要 写真は、Ａ４判の厚紙に、名刺判を貼り、図のように6. 写真の整理 ２.付帯施設については種別、構造、高さ等、井戸がある場合は用途、深さ、水深、 （単位ｍｍ）

方 右横に撮影場所、状態等を記入する。 揚水ポンプ口径等を記入すること。 南＝30ｃｍ
法

３.建物等施設各部の傾斜、クラック、破損等変状箇所の詳細については別紙変状箇
測定は、傾斜測定の出来る定規、下げ振り、2. 傾斜測定 北所報告書に記入すること。
トランシット等を用いて行う。

４.写真 は必ず添付すること。

3. その他 その他調査は、巻尺、水準器、下げ振り、懐中電灯等
別紙（2）を用いて行う。

家屋平面図は、別紙（３）に縮尺1/100～1/200で方位の7. 平面図の作成
北を上に、室名・仕上表・傾斜測定値沈下測定値を、

写真は、次の箇所を明瞭に撮影する。1. 写真撮影箇所 壁はシングル線で太く、柱は○印とし、建具を書入 変状箇所報告書
、縮尺を記入する。（１）家屋等の外観（正面、背面、側面、屋根面、犬走り）

（２）家屋等の構造、階数、建設年月の異なる部分 写真番号対象個所 調査時点における建物等施設の変状の状態
3 （３）建具及び枠の状態（敷居、鴨居、柱など）

（４）家屋等の損傷部分

（５）工事現場に接する道路及び進入道路並びに調
隣接地の状態

査

内

容 2. 傾斜測定箇所 傾斜測定は、次の箇所を正確に行い記録する。

（１）木造建物の柱

（２）鉄骨建物の柱及び外壁

（３）鉄筋コンクリート建物の外壁

（１・２階建ては柱を含む）

（４）その他必要と考えられる箇所

3. 沈下測定 次の建物は、沈下測定を行い記録する。

なお、測定回数は、監督職員との協議による。

（１）２階建て以上の鉄筋コンクリート造建物

（２）３階建て以上の鉄骨造建物

（３）木造住宅

4. 井戸の調査 調査範囲内に井戸がある場合は、次の事項を調査する。

（１）位置

（２）占有者の氏名及び職業

（３）深さ及び水深

（４）用途

（５）揚水ポンプの口径

調査範囲内の他・地下埋設タンク・その他必要と5. その他調査
考えられるものについては、種別、容量、

構造等を調査する。

１部を本市へ提出する。

近隣家屋等調査報告書は、２部作成し、

近隣家屋等の事前調査は、工事着手前・完了後に工事現場
事前(完了後)調査書

近隣家屋等事前・完了後調査要領

調

査

5

範

囲

木造家屋　１件

家屋等の調査範囲は、5による。
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○空調機（室外機）への電源供給

項 目 項 目 備　　考備　　考 項 目 備　　考

○

○

○

○

建建

築 築

工事区分表

築

建

インサート

補強を要するボードの

切り込み及び下地の補強

補強を要しないボードの切り込み

開口部の墨出し

切り込み及び補強

位置ボックス

設備機器・器具・配管・配線・ダクト用

１．軽鉄天井

２．既製間仕切り

３．吊ボルト及び

４．外壁廻り 外壁ガラリ及びダクト接続用フランジ

換気扇

換気扇用枠

洗面カウンター

衛生陶器及び水栓類

９．その他

備　　考項 目

・壁下地

ウエザーカバー・ベンドキャップ・チャンバーボックス

○

○

既製品

○

別

途

別

途

別

途

別

途

１．

２．雑排水・汚水 屋外雑排水及び屋外汚水排水設備

桝及び桝蓋

化粧マンホール上蓋

仕上げ関係

○

５．キッチン廻り

多機能トイレ鏡

ペーパーホルダー

６．便所廻り

７．

手すり

ベビーチェア

ベビーシート

○

築

建 機

械

電

気

機

械

○

○

○

○

○

○

機

械

○

○

○

電

気

機

械

○

○

機械設備関係

○

○

電

気

電

気

基礎工事 ○

３．その他

電気設備関係

○

○ ○

○○

○○

○

○○

躯体関係

各工事の開口用

１．ＲＣ造

貫通孔・開口部

貫通スリーブ

貫通スリーブの補強

開口部の補強

貫通孔・開口部の墨出し

開口補強を要しない型枠材及び取付け

（梁・壁・床）の

開口補強を要する型枠材及び取付け

○○

○

○

○

○

○

仮設関係

現場事務所・仮設便所

ガードマン・仮囲い・仮設ゲート

工事用電力・上下水・ガス料金

本設受電後引き渡しまでの電力基本料金

本設受電後引き渡しまでの電力使用料金

本設後引き渡しまでの上下水・ガス基本料金

本設後引き渡しまでの上下水・ガス使用料金

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

※

※

※

※
※取りまとめ

○

○屋外設置の基礎

機器取り付け用アンカー・架台 ○

２．設備機器の基礎

○ ○

スリーブ・型　枠の穴埋め

貫通部シーリング ○○ ○

○ ○

衛生器具類・機器類取付用壁補強

設備機器吊用下地 ○

流し台・水切り棚

鏡

○

○

点検口（天井・床下・壁）

○

○

電気・機械設備機器の天井開口補強

８．

ピット類（床下点検口を含む）

舗装（道路）

舗装（構内） 〇

〇

屋外手洗

集水桝

〇

〇

４．空調・換気設備 機器類の設置

室外機より室内機側の配管・配線

ダクト類 〇

リモコンスイッチ及び配管・配線 〇

５．ガス設備 配管類 〇

　　配管等

６．その他 防火区画　貫通部の処理 ○

キュービクル

２．

各図面参照

設備吊下げ用の下地補強 ○

便器・自動水栓への電源供給 ○

換気扇の電源供給

同上操作スイッチ及び配管・配線

○

○

○

○

○

○

○

○

○配管等防火区画貫通部の処理

電話引込配管・構内配管配線

電話引込配線・機器

ＬＡＮ引込配管・構内配管配線

ＣＡＴＶ引込配管・構内配管配線

ＬＡＮ引込配線・機器

ＣＡＴＶ引込配線・機器

１．外構

埋設配管の土工事

埋設配管の舗装工事 ○

〇

消火器（BOX共）

○

○

○ ○設備吊下げ

監理者事務所 ○

化粧マンホール上蓋の仕上 ○

○

○

○

○

○屋外雨水排水設備

桝及び桝蓋

ルーフドレイン

たて樋及び横引配管



工事場所（１）　野見町1492番１の一部

付近見取図

高槻城公園北エリア(一期)整備工事（建築）

７２
Ａ－０２

高槻城公園芸術文化劇場（南館）

工事場所（２）　大手町123番1

高槻城公園

芸術文化劇場（北館）

A3　1:5,000

Ｎ

高槻城公園

【大手地区】

【北エリア】



敷地求積図表（北エリア）

高槻城公園北エリア(一期)整備工事（建築）

A3　1:300

Ｎ

敷地求積図　S＝1：300
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②
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9,255

⑥-1

求　積　表

N0.

①

倍面積（㎡）

202.455046

底辺

554.320074

482.169811

7.79335

31.449

24.287

3.946

355.37370031.449

219.79699523.749

179.94982862.526

24.457 X

X

X

X

X

X

X

高さ
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9.255
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180.18794759.883

1,136.34540851.344
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22.132

⑧

⑨
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＝
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＝

＝
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4,529.685953倍面積　

2,264.842977面  積

2,264.84地  積

地番　1492番1

2,264.84 ㎡

【敷地面積】
1
6
,
4
4
0

3,
94
6

1,975

2
,
8
5
424,873

1
,
2
7
6

⑥-2

⑦-1

62,526

31.73794824.873

70.98754224.873

X

X

1.276

2.854

⑥-1 ＝

＝⑥-2

⑦-1

区　域

2,080.88都市計画公園敷地面積

183.96上記以外面積

（①+②+③+④+⑤+⑥-1+⑥-2+⑨+⑩）/2

（⑦-1+⑦-2+⑧）/2

計算式 面　積（㎡）　

【区域区分面積】

24,720

11,261 都
市
計
画
公
園
線

Ａ－０３
７２



東屋求積図　1：100

No.

③ 19.70X3.94

面積

77.6180 ㎡

建築面積

延べ面積

81.00 ㎡

81.24 ㎡

計算式

③

③+a+b+c+d+e+f+g+h

③+A+B+C+D

公園トイレ求積図　1：100

①

②
求積表（公園トイレ）

No.

① 23.64×3.94

面積

93.141㎡

建築面積

延べ面積

139.71㎡

139.71㎡

計算式

①＋②

② 23.64×1.97 46.570㎡

④

公園倉庫求積図　1：100

No.

④ 11.82×5.91

面積

69.86㎡

建築面積

延べ面積

計算式

④

④

69.86㎡

69.86㎡

①＋②

求積表（東屋）

求積表（公園倉庫）

面積表及び求積図（北エリア）

高槻城公園北エリア(一期)整備工事（建築）

７２
Ａ－０４

A3　1:100
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建築面積（合計）

延べ面積（合計）

290.57㎡

290.81㎡

建蔽率

容積率

12.83%

12.84%

求　積　表

建蔽率・容積率計算表（敷地面積　2,264.84 ㎡）

建築面積（合計）/敷地面積X100%

延べ面積（合計）/敷地面積X100%

=290.57/2,264.84X100%

=290.81/2,264.84X100%

公園トイレ建築面積 公園倉庫建築面積 東屋建築面積

公園トイレ延べ面積 公園倉庫延べ面積 東屋延べ面積

139.71㎡

139.71㎡

69.86㎡

69.86㎡

81.00㎡

81.24㎡
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＋

＋

＋

区分 面積計算式

区分 計算式

求　積　図

建築面積・延べ面積（合計）計算表
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仕上げ表

仕上げ表（北エリア）

高槻城公園北エリア(一期)整備工事（建築）

７２
Ａ－０５

NS

外部仕上表（公園トイレ）

メタルラスモルタル塗下地
白漆喰塗仕上、厚5

本瓦葺（燻銀瓦　空葺）

軒丸瓦及び唐草瓦（復元瓦当）・大棟（熨斗7、大鬼）・隅棟（熨斗3、隅鬼）

屋　根

外　壁

部　位

竪羽目張　杉　化粧一等　厚15　（目板40×12）
腰　壁

仕　上

軒　裏（大屋根）
化粧垂木　　檜　小節　75×78＠394

杉　化粧一等　厚28化粧軒裏板

下葺材　　t＝1.0　（日本一　同等品）

透湿防水シート

間石敷き詰め（半割自然石貼付）
基　礎 鉄筋コンクリートベタ基礎・礎石化粧

休憩スペース

柱：檜　小節　梁（丸太）：檜　丸太瓜剥き加工、梁・桁：檜　小節

　巾　木

　床

天　井

軸　部

部　位

三和土（叩き）　厚100（3層）

木下地（杉）、杉　化粧一等　厚18　

化粧屋根裏（化粧垂木・梁等現し）

　壁 木下地（杉）、ラスボード下地・土壁塗仕上　厚5　

トイレ（HWC）

大壁造

モルタル下地、磁器タイル600×600（外床タイプ　LIXIL同等品）

木下地（杉）、竪羽目張　杉　化粧一等　厚15　

床

　垂　壁

天　井

軸　部

部　位

木下地（杉）、杉　小節　小幅板張り　厚28

　壁 木下地（杉）、構造用合板下地・メラミン化粧パネル厚3（アイカ工業同等品）　

公園トイレ用スペース

柱：檜　小節　　梁・桁：平角材　檜　小節

木下地（杉）、竪羽目張　杉　化粧一等　厚15　

床

　腰　壁

天　井

軸　部

部　位

　壁

化粧屋根裏（化粧垂木・梁等現し）

内部仕上表（公園トイレ）

外部仕上表（東屋）

メタルラスモルタル塗下地　厚20
漆喰塗仕上、厚5

銅板一文字葺　厚0.35　縦八つ割（唐草・ケラバ・棟包み　同）　

瓦棟　素丸伏せ、熨斗3、端部海津型鬼（燻し瓦　既製品）

屋　根

外　壁

部　位

檜　小節　厚18巾　木

仕　上

軒　裏
化粧小舞　　檜　小節　45×30（庇　化粧小舞　同）

杉パネル（SWP）厚28（庇　化粧裏板　杉　小節　厚9）化粧軒裏板

下葺材　　t＝1.0（日本一　同等品）　

鉄筋コンクリートベタ基礎・礎石化粧基　礎

内部仕上表（東屋）

外部仕上表（公園倉庫）

メタルラスモルタル塗下地
漆喰塗仕上、厚5

屋　根

外　壁

部　位 仕　上

作業員詰所

柱：檜　小節　　梁・桁：平角材　檜　小節

床

　腰　壁

天　井

軸　部

部　位

軒　裏

木下地（杉）、化粧PB　ｔ9.5（アルミ製廻縁）

モルタル補修
基　礎 鉄筋コンクリートベタ基礎・立上り部分はコンクリート打ち放し

屋外土間・犬走 土間コンクリート（刷毛引き仕上げ）

書類資料庫

大壁造

　床

天　井

軸　部

部　位

倉庫

柱：檜　小節　　梁・桁：平角材　檜　小節

　腰　壁

　床

天　井

軸　部

部　位

化粧屋根裏（化粧垂木・梁等現し）

　壁 木下地（杉）、ケイカル板張りｔ12（延焼ライン内は強化PB二重張り下地）　　

　腰　壁

　壁 木下地（杉）、強化PB12.5　二重張　

　壁

トイレ

柱：檜　小節　　梁・桁：平角材　檜　小節

床

　腰　壁

天　井

軸　部

部　位

木下地（杉）、化粧PB　ｔ9.5（アルミ製廻縁）

　壁

内部仕上表（公園倉庫）

軒　裏（下屋庇）
化粧垂木　　檜　化粧一等　75×75＠394

杉上小節　厚9化粧裏板

木下地（杉）、竪羽目張　杉　化粧一等　厚15　

三和土（叩き）　厚100（3層）

化粧垂木　　檜　小節　60×75＠493（庇　化粧垂木60×60　檜　小節）

防水紙　厚１

東屋休憩

柱：檜　小節　梁・桁・方杖：檜　小節

　巾　木

　床

天　井

軸　部

部　位

三和土（叩き）　厚100（3層）

木下地（杉）、檜　小節　厚18　

化粧屋根裏（化粧垂木・梁等現し）

　壁 木下地（杉）、ラスボード9張下地・目地処理の上、土壁塗　厚5　

銅板一文字葺　厚0.35　縦七つ割（唐草・ケラバ・棟包み　同）　

瓦棟　素丸伏せ、熨斗3、端部海津型鬼（燻し瓦　既製品）

下葺材　　t＝1.0（日本一　同等品）　

杉　化粧一等　厚30化粧軒裏板
化粧垂木　　檜　小節　60×75＠493

庇 銅板一文字葺　厚0.35　縦七つ割　
唐草・ケラバ・壁際　同上

木下地（杉）、PB12.5張下地・クロス貼り　

モルタル補修

コンクリート打ち放し

モルタル下地、Pタイル450×450×3（東リ　ロイヤルストン同等品）

木下地（杉）、PB12.5クロス貼り　

モルタル補修

コンクリート打ち放し

モルタル下地、Pタイル450×450×3（東リ　ロイヤルストン同等品）

木下地（杉）、PB12.5張下地・メラミン化粧パネル　厚3（アイカ工業同等品）　

モルタル補修

コンクリート打ち放し

土間コンクリート（金鏝押え仕上げ）

モルタル補修

コンクリート打ち放し

土間コンクリート（金鏝押え仕上げ）

燃料保管庫

大壁造

　床

天　井

軸　部

部　位

　腰　壁

　壁 木下地（杉）、強化PB12.5　二重張　　

モルタル補修

コンクリート打ち放し

土間コンクリート（金鏝押え仕上げ）

木下地（杉）、強化PB12.5　二重張　

木下地（杉）、強化PB12.5　二重張　

トイレ（WWC）

大壁造

木下地（杉）、竪羽目張　杉　化粧一等　厚15　

床

　垂　壁

天　井

軸　部

部　位

　壁 木下地（杉）、構造用合板下地・メラミン化粧パネル厚3（アイカ工業同等品）　

トイレ（MWC）

大壁造

木下地（杉）、竪羽目張　杉　化粧一等　厚15　

床

　垂　壁

天　井

軸　部

部　位

　壁 木下地（杉）、構造用合板下地・メラミン化粧パネル厚3（アイカ工業同等品）　

木 工 事　造作工事、下地補強等（天井裏を含む）に使用する合板類等は、ＪＡＳに定める非

ホルムアルデヒド系接着剤及び、ホルムアルデヒドを放散しない塗装材を使用した

合すること。また、天井裏もＦ☆☆☆☆であること。

ｼｯｸﾊｳｽ対策

（Ｆ☆☆☆☆）適合材料を使用すること。

建具工事　木製建具に使用する合板及び表面仕上げ材は、ＪＡＳに定める非ホルムアルデヒド

系接着剤を使用した（Ｆ☆☆☆☆）に適合するものとする。

内装工事　内装材及びそれに使用する接着材は非ホルムアルデヒﾄﾞ系とし 　　　　　（Ｆ☆☆☆☆）に適

モルタル下地、磁器タイル600×600（ドライ清掃タイプ　LIXIL同等品）

モルタル下地、磁器タイル600×600（ドライ清掃タイプ　LIXIL同等品）

木下地（杉）、杉　小節　小幅板張り　厚28

木下地（杉）、杉　小節　小幅板張り　厚28
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子ども用

パウダー

カウンター

WWC
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自動販売機コーナー
ベンチ

ベンチ

床几（簡易固定）

床几

ベンチ ベンチ

休憩スペース（居室）

折畳収納式
大型ベッド

格子戸

格子戸
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公園トイレ
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ベビーシート
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公園トイレ　平面図、立面図、断面図

高槻城公園北エリア(一期)整備工事（建築）
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1FL=SGL＋84㎜
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SGL＝TP9.5
▽

（告示1400号）

（告示1400号）
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1FL=SGL＋84㎜
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排煙開口
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▽
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（31.05㎡）

工事範囲を示す

工事範囲を示す
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平面詳細図　1：80
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公園トイレ　平面詳細図

高槻城公園北エリア(一期)整備工事（建築）
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WWCMWC

HWC

1,140 901,140 1,1401,1401,140床几（簡易固定）

天井：化粧屋根裏

壁：　土壁塗
床：　土間叩きFL=SGL＋84㎜

▽

天井：化粧屋根裏

壁：杉羽目板張り
床：　土間叩き

公園トイレ
用スペース

986

9
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1,835

床：　磁器タイル 床：　磁器タイル

床：　磁器タイル

床下点検口600×600床下点検口600×600床下点検口600×600床下点検口600×600床下点検口600×600

1,200

工事範囲を示す

触知案内板（コトブキ：UC-354311　同等品）

ピクトサイン（300×300×D13　コトブキ製品　同等品）

3
8
0

1,260

5
9
7

汚垂石 汚垂石

450

5
0
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960

9
3
0

600 600 600 600 600

子供用便座

子供用便座

子供用便座

・点線部分は機械設備工事（別途）

特記：

4
5
0

・国際シンボルマーク（JIS28210）

・ベビーチェアマーク

・大型ベッドマーク

・多目的トイレマーク

ピクトサイン（300×300×D13　コトブキ製品　同等品）

・女子トイレマークピクトサイン（300×300×D13）

・男子トイレマーク
（コトブキ製品　同等品）

大屋根軒先ライン

大屋根軒先ライン

庇屋根軒先ライン

雨落ちA2 雨落ちA

雨落ちA3

（A39床几詳細図参照）

・MWC、WWCの大便器用配管バックは機械設備工事（別途）

FL=SGL＋84㎜
▽

FL=SGL＋84㎜
▽

FL=SGL＋84㎜
▽

FL=SGL＋84㎜
▽
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FL=SGL＋84㎜
▽
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天井：化粧小舞屋根裏

壁：　土壁塗
床：　土間叩き
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格子戸(夜間閉鎖)
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巾木：杉 巾木：杉　厚18

土壁塗
土壁塗

土壁塗

休憩スペース 

本瓦葺
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135
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本瓦葺　燻し銀（空葺）

屋根下地材　厚1（日本一　同等品）

野地板　杉　一等　厚15　

野垂木　杉　一等　40×30＠394

遮熱材（サーモバリア—S　同等品）

化粧野地板　杉パネル（SWP-1030AB　同等品）厚28

化粧垂木　檜　小節　75×78＠394

屋根仕様：

鬼瓦　燻銀

熨斗瓦　7

986

断面詳細図－1　 1:30
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本瓦葺　燻し銀（空葺）

屋根下地材　厚1（日本一　同等品）

野地板　杉パネル（SWP-1030AB　同等品）厚28

野垂木　杉　一等　40×30＠394

遮熱材（サーモバリア—S　同等品）

化粧軒裏板　杉　上小節　厚9

化粧垂木　檜　化粧一等　75×75＠394

下屋庇屋根仕様：
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45

24

化粧小舞　杉　化粧一等　45×24

120

1
2
0

30
120

1
2
0

1
,
1
0
0

6
0

9
9
0

5
0

1
0
0

757

586

三和土（叩き）　厚100（3層）

床仕様：

9
5
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公園トイレ　断面詳細図ー１　

高槻城公園北エリア(一期)整備工事（建築）
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特記：

・木材の仕様は、特記なき限り、すべて乾燥材として、見え隠れ材は一等、見え掛は化粧一等とする。

FL=SGL＋84㎜

▽ SGL＝TP9.5ｍ
▽

建築工事範囲

漆喰塗　厚5　

モルタル塗　厚20

メタルラス張り

防水紙　厚1

構造用合板　厚12  1類

木下地　杉　一等

外壁仕様：

竪羽目張　杉　化粧一等　厚15　（目板40×12）

土壁塗　厚5

ラスボード　厚9.5

内壁仕様：

礎石　自然石Φ300内外（瀬戸内産材）　
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1
2
0

460150 150

210
880

3
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1
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1
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1
8
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単粒3号砕石

コンクリート縁石（150x150x600）

砕石（RC-30）

モルタル1:3

コンクリート(18-8-40BB)

基礎砕石（RC-40）

2
0

240

1
2
0

400 180180

240
880

3
0

1
0
0 1
2
0

1
5
0

・礎石（束石）：瀬戸内産花崗岩（自然石　白・サビ系）Φ300内外

・間石（腰石貼り）：伊勢ゴロタ半割り（白・サビ系、背面切削）D50～100内外×H150（接着貼り：弾性エポキシ樹脂、隙間モルタル注入）

・地覆石(框石)：瀬戸内産花崗岩（水磨き　2面面取り）D250内外×H120、SUS製レール埋込加工

2
0

6
0

橋石

本石縁石

モルタル（1:3）

コンクリート(18-8-40BB)

連通管VP150

SGL＝TP9.5ｍ

▽

防湿シート：ポリエチレンフィルム　厚0.15

鉄筋コンクリートベタ基礎（24—18—20）厚180

均しコンクリート（18—18—20）　厚50

砕石敷　RC－40　厚150

基礎仕様：

1
8
0

叩き下地砕石C40　厚95

三和土（叩き）厚100（3層）

下屋庇　床仕様：

叩き下地砕石C40　厚40～95

1
4
0

5
0

1
0
0

モルタル1:3

・橋石：瀬戸内産花崗岩 W390xD400xH60

・本石縁石：瀬戸内産花崗岩（白・サビ系）D180×H150×600

・沓石（ベンチ束石）：瀬戸内産花崗岩（自然石　白・サビ系）Φ300内外

框石

250

1
2
0

4
4 3
0

間石 間石

30

雀口　漆喰塗ｔ5雀口　漆喰塗ｔ5

【雨落ちA3】

【雨落ちA2】
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化粧軒裏板　杉化粧一等　厚28

構造用合板下地　厚12

6
5
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767
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公園トイレ　断面詳細図－2　

高槻城公園北エリア(一期)整備工事（建築）
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単粒3号砕石

コンクリート縁石（150x150x600）

砕石（RC-30）

モルタル1:3

コンクリート(18-8-40BB)

基礎砕石（RC-40）

2
0

鬼瓦　燻銀

熨斗瓦　7

竪羽目張　杉　化粧一等　厚15　（目板40×12）

木造出格子（檜　小節）

本瓦葺　燻し銀（空葺）

屋根下地材　厚1（日本一　同等品）

野地板　杉一等　厚15　

野垂木　杉一等　40×30＠394

遮熱材（サーモバリア—S　同等品）

野地板　杉パネル（SWP-1030AB　同等品）厚28

化粧垂木　檜化粧一等　75×78＠394

屋根仕様：
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本瓦葺　燻し銀（空葺）

屋根下地材　厚1（日本一　同等品）

野地板　杉パネル（SWP-1030AB　同等品）厚28

野垂木　杉一等　40×30＠394

遮熱材（サーモバリア—S　同等品）

化粧軒裏板　杉上小節　厚9

化粧垂木　檜化粧一等　75×75＠394

下屋庇屋根仕様：

化粧小舞　杉上小節　45×24
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FIXガラス窓

木造面格子　檜　小節

石口＝SGL＋145

▽

3
0

1
,
1
6
4

3
0
0

5
0

1
5
0

1
8
0

鉄筋コンクリートベタ基礎（24—18—20）厚300
均しコンクリート（18—18—20）厚50
砕石敷　RC－40　厚150

基礎仕様：

ピット

FS1

S1

鉄筋コンクリートベタ基礎（24—18—20）厚150

均しコンクリート（18—18—20）厚50

砕石敷　RC－40　厚100

基礎仕様：
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化粧砂利

縁石

単粒砕石

モルタル1:3

コンクリート(18-8-40BB)

基礎砕石（RC-40）

白御影砕石φ30～40

特記：

・木材の仕様は、特記なき限り、すべて乾燥材として、見え隠れ材は一等、見え掛は化粧一等とする。

・礎石（束石）：瀬戸内産花崗岩（自然石　白・サビ系）Φ300内外

（接着貼り：弾性エポキシ樹脂、隙間モルタル注入）

間石

・間石（腰石貼り）：伊勢ゴロタ半割り（白・サビ系、背面切削）D50～100内外×H150

9

24

透湿防水シート

250

1
,
1
5
0三和土（叩き）厚100（3層）

下屋庇　床仕様：

叩き下地砕石C40　厚40～95

白漆喰塗仕上　厚5　

モルタル塗　厚20

メタルラス張り

防水紙　厚1

構造用合板　厚12  1類

木下地　杉一等

外壁仕様：

（株）LIXIL　BI磁器質施釉タイル　同等品

床仕様：

下地モルタル　厚20

（ヴィコレ　アンデセメント　）

・595×595　t＝9.5㎜　目地5㎜（圧着工法）

木下地（杉）

天井仕様：

杉 小節小幅板　厚28

2
8

木下地（杉）

天井仕様：

杉 小節小幅板　厚28

磁器質施釉タイル（外床タイプ）

FL=SGL＋84㎜
▽

【雨落ちA】

【雨落ちA3】

・本石縁石：瀬戸内産花崗岩（白・サビ系）D180×H150×600

1
8
0

5
0

1
0
0

面台　メラミン化粧板　アイカ工業　NLF同等

化粧軒裏板　杉化粧一等　厚28

1
5
0

防湿シート：ポリエチレンフィルム　厚0.15

ケンドン式
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　休憩スペース　室内展開図　Ａ面　1:50
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休憩スペース室内展開図

休憩スペース　室内展開図　Ｄ面　1:50
公園トイレ　室内展開図ー１

高槻城公園北エリア(一期)整備工事（建築）
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特記：

・点線部分は機械設備工事（別途工事）を示す。

・各ブースに傘掛けフック及び消毒液を設置し、各室に子供用便座を設け、フックチェーンで繋ぐ。フック等の設置位置は監督職員と協議のこと。

・洗面台等器具設置壁は補強を行う。
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特記：

・点線部分は機械設備工事（別途工事）を示す。

・各ブースに傘掛けフック及び消毒液を設置し、各室に子供用便座を設け、フックチェーンで繋ぐ。フック等の設置位置は監督職員と協議のこと。

・洗面台等器具設置壁は補強を行う。
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高槻城公園北エリア(一期)整備工事（建築）

７２
Ａ－１４

1：50

6
3
5 7
8
5

特記：

・点線部分は機械設備工事（別途工事）を示す。

・各ブースに傘掛けフック及び消毒液を設置し、各室に子供用便座を設け、フックチェーンで繋ぐ。フック等の設置位置は監督職員と協議のこと。

・洗面台等器具設置壁は補強を行う。
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